
今年は八 熏 瀨 ■ 制 周邏

5 月2 日(月曜日）

は固定資産税1 期目の納期 
限です。

また、口座振替日は4 月20 

日(水曜日)です。
前日までに残高の確認を 

お願いいたします。
納期内納付にご協力をお 

願いいたします。

保護者や教職員、在校生に見送られる卒業生。 

それぞれの夢に向かって、晴れやかな笑顔で 

巣立' ていく。



転入•転居された皆様へ

自 治 会 に 加 入 し ま し ょ う ！!

区•自治会とは

地域に住む方たちが、 日ごろの交流を通じて連帯と親睦を深め、地域における様々な課題解決に 

取り組む、わたし達の生活の中でもっとも身近な住民組織です。

八重瀬町内には33の区•自治会が組織され、それぞれが明るく住みよいまちづくりを目指して活 

動しています。

どんな活動が行われているの7
夏祭りや敬老会などの地 

域の催し

防犯パ卜□ _ルや避難訓 

練などの防犯•防災活動

運動会などのスポーツ大 

公園や道路等の清掃活動

町や警察、消防などか5  

の広報紙の配布

公民館や集会所の維持管 

理•運営

その他にも、こども会活動の引率や告別式のお手伝い等、幅広く活動しています。

※活動内容は区•自治会によって異な t jます。

区•自治会に加入することで、地域の人々との交流を深めることができたり、個人の力では難し 

い課題も、区•自治会の課題として解決に向けて取り組むことができます。

区•自治会 公民館住所 公民館連絡先 区•自治会 公民館住所 公民館連絡先

東 風 平 字東風平1 998-2126 新 城 字新城857 998-6952

伊 覇 字伊覇43 後 原 字後原527 998-6957

上 田 原 字上田原30 大 頓 字大頓1313 998-8034

屋 宜 原 字屋宜原147 998-8915 玻 名 城 字玻名城36 998-6950

富 盛 字富盛432 998-5225 安 里 字安里123

世 名 城 字世名城205 998-2301 与 座 字与座100

晶 良 字高良1 998-7547 仲 座 字仲座52 998-6633

志 多 伯 字志多伯231 998-2141 港 川 字港川381-5 998-7764

当 銘 字当銘64 998-5264 長 毛 字長毛204-1 998-3403

小 城 字小城338-1 998-2115 県営長毛団地 字長毛345

宜 次 字宜次46 998-4438 県営大頓団地 字大頓1331

外 間 字外間72 998-1201 r 、
加入については、近 

所にお住まいの方 

や、区長•自治会長 

にお尋ねになるか、 

上記連絡先にお問い 
合わせください。ま 

た、不明な点がござ 
いましたら、八重瀬 

町 役 場 総 務 課  
( 9 9 8 - 2 2 0 0 ) ま

でお問い合わせくだ

， ぃ。

友 寄 字友寄34-1 998-5279

第一団地 字友寄56-21

白川ハイツ 字宜次231-93

大倉ハイツ 字友寄921-2

屋宜原団地 字屋宜原23-140
%/a

’  ••フ

県営外間団地 字宜次644-4 998-2120

友寄東ハイツ 字友寄855-33

外間高層住宅 字外間176-1

県営屋宜原団地 字屋宜原208-2

具 志 頭 子具志頭256 998-5210
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5 月 か 5 集 団 健 診 が 始 ま り ま す ！ ！

健診は2 0歳から受けられます。健診を受ける際には「保険証」を 

忘れずに。

•集団健診日程表【受 付 時 間 午 前 8 :  30〜午前1 1 :(X)まで】

男 1 4 , 9 3 5  ( + 2 )  

香 女 1 5 , 1 1 5  (-12)

世帯数
11,283 (+13)

※（ 彡内は先月比で寸。 

外国人の人数も含みます。

位1診日程 健診会場 対象地区 検'更•痰の回収日

5 月

16日 （月） 世名城公民館 世名城•晶良

検
体

宿

痰

の
回
収
時
間

30

12

00

5 月25日 （水）

24日 （火) 小城公民館 小城•当銘 5 月31日 （火）

30日 （月) 保健センタ一 友寄•志多伯 6 月 7 日 （火）

6 月

12日 （日） 保健センタ一 具志頭地区（65歳未満） 6 月17日 （金）

16日 （木) 富盛公民館 富盛 6 月22日 （水）

21日 （火） 保健センタ一 宜次•外間•大倉ハイツ 6 月28日 （火）

7 月

7 日 （木） 保健センタ一 伊覇•上田原•屋宜原地区 7 月14日 （木）

19日 （火) 白川ハイツ集会所 白川ハイツ•第一団地•外間団地 7 月26日 （火)

24日 （日） 保健センタ一 東風平（65歳未満）•外間高層•友寄東ハイツ 8 月 2 日 （火）

8 月
23日 （火) 保健センタ一 東 風 平 （65歳以上） 8 月30日 （火）

27 日 （土） 保健センタ一 もれ者健診（1 回目） 9 月 2 日 （金）

9 月
3 日 （土） 保健センタ一 もれ者健診（2 回目） 9 月 9 日 （金）

20日 （火) 仲座公民館 仲座•与座 9 月27日 （火）

10月
1 日 （土） 具志頭改善センタ一 安里•玻名城•大頓•大頓団地 10月 7 日 （金)

21日 （金） 保健センタ一 新城•後原 10月28日 （金）

11月

8 日 （火） 港川公民館 港川•長毛•長毛団地 11月15日 （火）

10日 （木) 具志頭公民館 具志頭 11月17日 （木）

20日 （日） 保健センタ一 もれ者健診（3 回目） 11月29日 （火)

※ 対象地区以外でも健診を受けることができます。都合の良い日に健診を受けてください。

※台風等により、 日程を変更する場合があります。その際は、対象地区へ放送や広報車で周知いたします。

•検査内容及び自己負担額
【基本健診•がん検診】

検査項目 検 査 方 法 検査料金 町助成額 自己負担額

基本健診 採血•尿検査等 6,378円 6,378円 無料

が
ん
検
診

胃がん検診 バリウム検査 4,536円 4,036円 500円

大腸がん検診 便潜血二日法 1,836円 1,336円 500円

肺がん•結核検診 胸部レントゲン 1,490円 1,290円 200円

肺がん検診 痰の検査 2,700円 2,200円 500円

※集団健診では、70歳以上の方、40歳以上の町民税非課税世帯や生活保護世帯の方は自己負担額が免除されます。

•八重瀬町国民健康保険以外の医療保険に加入している方について（40歳以上）

•集団健診が受診できない場合があります。下記のお問合わせ先までご連絡願います。

•がん検診を受診予定の方は、『がん検診受診券』を持参してください。

•長寿健診対象の方について（75歳以上）

•必 ず 『長寿健診受診券』を持参してください。

•がん検診を受診予定の方は、『がん検診受診券』を持参してください。

2016.4 広 報 や て せ

お問合せ

八 重 瀬 町役場健康保険課  

八重瀬町保健センター 

TEL9 9 8 - 1 1  4

人口 •世 W

平成2 8年 3 月 1 日現在 

総 人 口 ：30,050 ( -1 0 )今
月
の
注
目
記
事



■〇八重瀬町役場社会福祉課よリお知らせ

八重瀨町軽度•中等度難聴児補聴器購入費等助成金交付事業について

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度•中等度難聴児に対し、言語の習得、教育等における健全な 

発達を支援するため、補聴器の購入、修理に要した費用の一部を予算の範囲内において助成します。詳し 

くは、社会福祉課までお問い合わせください。

■助成額
•基準額の範囲内で費用の2 / 3 が助成額となりま 

す （1,000円未満切り捨て)。

■申請に必要なもの
•意 見 書 （身体障害者福祉法第1 5 条で指定した 

医師が記入したもの）

•見 積 書 （町の指定業者に限る）

•印鑑

•対象児及び保護者（申請者）の個人番号（マイ 

※この表はあくまで目安であり、聴こえの状態には個人差があります。 ナンバー）

•対象児の属する世帯全員の所得課税証明書（本 

町で課税状況を確認できる場合には省略可）

※必要に応じて上記以外の書類等を提出していた 

だく場合がございますので詳しくは社会福祉課 

までお問い合わせください。

※助成金を受ける場合には、補聴器の購入前にあ 

らかじめ町への申請が必要です。購入後に手続 

きをされても、助成金を受けることはできませ 

んのでご注意ください。

■ 対 象 児 •以下全てに該当する方です。
1 .  八重瀬町内に住所を有する18歳未満の方

2 .  聴力レベルが3 0デシベル以上7 0デシベル未満で身体障 

害者手帳の交付対象とならない方

3 .  補聴器の装用により、言語の習得等に一定の効果が期待 

できると指定医師に判断された方

4 .  対象児の世帯内に町民税の所得割額4 6万以上の方がい 

ないこと

◦難 聴 の 程 度 〇

聴力レベル(ffl) 分 類 聞こえの程度 助成対象

0 d B〜 正 常 •ささやき声もよく聞こえる。 助成対象外

30d B〜 軽 度 •小声、会話が聞き取りにくい。 助成対象

50d B〜 中等度 .普通の声が聞き取りにくい。 (本制度）

70d B〜 筒 度 .耳元で大声で言えば少しわかる。 助成対象

90d B〜 重 度 •耳元で大声話しても聞き取りづらい。 (別制度)

◦お問合せ先八重瀬町役場社会福祉課障がい福祉係
住 所 ：〒9 0 1 - 0 4 0 1八重瀬町字東風平1188番 地 電 話 番 号 ：098-998-9598 FAX ： 098-998-7164
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狂犬病予防集合注射 
日程■料金表

お 問 合 せ S998-2134
八 重 瀬 町 役 場 住 民 環 境 課

飼い犬には生涯1 回の登録と年に1 

度の予防注射が法律で義務づけられて 

おリます。狂犬病は、発病すると人も 

犬も100%死亡する怖い病気です。予

防注射の本来の目的は、感染した犬に 

咬まれて人間が命を落とすことがない 

よう予防することにあります。毎 年 1 

回の狂犬病予防注射は、愛犬家の努め 

とお考えください。

料金表 (まだ登録されていない犬は、予防注射の際に必ず登録してください。)

※狂犬病予防注射のお 

知 ら せ （通知ハガキ） 

のある方は、必ず持参 
ください。

※犬が死亡したときや 

飼い主が変わったとき 

なとは町役場に届け出 

てください。

(生涯に1 度登録)

狂 犬 病 予 防 注 射 2,650 円

注射済票交付手数料 550円

合 計 3,200 円

(毎年1 回実施)

犬 の 新 規 登 録 3,000 円

登録鑑札の再交付 1,600 円

平成28年度八重瀬町狂犬病集合予防注射実施予定案

4 月 9 日 （土） 時間 4 月10日 （日） 時間

大 頓 午 前 9 時00分 〜 9 時30分 3 0分 仲 座 午 前 9 時00分 〜 9 時30分 30分

具志頭 午 前 9 時40分 〜 10時40分 1 時間 安 里 午 前 9 時40分 〜 10時30分 5 0分

玻名城 午 前 10時50分 〜 11時30分 4〇分 後 原 午 前 10時50分 〜 11時40分 5 0分

港 川 午 後 1 時00分 〜 2 時00分 1 時間 新 城 午 後 1 時00分 〜 1 時50分 5 0分

長 毛 午 後 2 時 10分 〜 2 時40分 30分 具志頭改善センタ一 午 後 2 時 10分 〜 2 時40分 3 0分

4 月16日 （土) 時間 4 月1了日（日） 時間

白川ハイツ 午 前 9 時00分 〜 9 時30分 3 0分 富盛 午 前 9 時00分 〜 10時00分 1時間

第一回地 午 前 9 時40分 〜 10時 10分 3 0分 志多伯 午 前 10時20分 〜 11時00分 4〇分

友寄東/\イツ 午 前 10時20分 〜 10時50分 3 0分 当銘 午 前 11時 10分〜110寺40分 3 0分

友寄 午 前 11時00分 〜 12時00分 1 時間 宜次 午 後 1 時00分 〜 1 時40分 4〇分

屋宜原回地 午 後 1 時30分 〜 2 時00分 3 0分 外間 午 後 1 時50分 〜 2 時20分 3 0分

上田原 午 後 2 時20分 〜 2 時50分 3 0分 大倉ハイツ 午 後 2 時30分 〜 3 時00分 3 0分

小城 午 後 3 時00分 〜 3 時30分 3 0分

4 月2 3日 （土) 時間

世名城 午 前 9 時00分 〜 10時00分 1 時間

局良 午 前 10時 10分 〜 10時40分 3 0分

東風平 A 午 前 11時00分 〜 12時00分 前半1時間

東風平 B 午 後 1 時30分 〜 2 時20分 後半50分

f e i
町保健センター 午 後 2 時30分 〜 3 時30分 1 時間

鐺 5 ,  2016.4 広報 や え せ



平成
28

年
度
施
政
方
針

八
重
瀬
町
長
比
屋
根
方
次

は
じ
め
に

八

重

瀬

町

議

会

3
月

定

例

会

に

あ

た

り

、
 

平

成
28

年

度

町

政

運

営

に

つ

い

て

の

方

針 

を

申

し

述

べ

、

議

員

各

位

、

町

民

の

皆

様 

に

行

政

運

営

に

対

し

、

よ

り

一

層

の

ご

理 

解

と

ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

我

が

八

重

瀬

町

も

町

制

施

行

10
周
年
の 

区

切

り

に

当

た

り

、

念

願

で

あ

り

ま

し

た 

新

庁

舎

が

昨

年

12
月

に

完

成

し

、

今

年

1 

月

4
日

か

ら

通

常

業

務

を

開

始

し

て

お

り 

ま
す
。

庁

舎

が

統

合

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り 

各

課

間

の

連

携

が

こ

れ

ま

で

以

上

に

効

率 

的

に

行

わ

れ

る

よ

ぅ

に

な

り

ま

し

た

。

ま 

た
、

町

民

の

皆

様

に

は

窓

口

申

請

手

続

き 

な

ど

で

ご

不

便

を

お

掛

け

し

て

お

り

ま

し 

た

が

、

行

政

窓

口

を

統

合

し

た

新

庁

舎

で 

手

続

き

を

完

了

す

る

こ

と

が

で

き

、

利
便 

性

も

向

上

す

る

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

本

年

度

も

「
大

地

の

活

力

と

ぅ

ま

ん
 

ち

ゅ

の

魂

が

創

り

出

す

自

然

共

生

の

清

ら 

ま
ち
」

の

将

来

像

の

も

と

「
ま

ち

づ
く
り
」 

を

推

進

す

る

た

め

職

員

と

町

民

、

町
民
相 

互

の

融

和

を

図

り

、

互

い

に

連

携

し

、

住 

民

の

英

知

と

ご

協

カ

を

い

た

だ

き

な

が

ら

、
 

さ

ら

に

安

全

で

安

心

な

ま

ち

づ

く

り

を

推 

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。

本

年

度

の

予

算

編

成

に

あ

た

つ

て

は

、
 

町

の

更

な

る

発

展

と

町

民

福

祉

の

向

上

の 

た

め

編

成

い

た

し

ま

し

た

。

そ

の

執
行
に

あ

た

つ

て

は

職

員

の

総

力

を

挙

げ

て

取

り 

組

ん

で

い

き

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

予
算
編
成
に
つ
い
て

日

本

経

済

は

、

「大

胆

な

金

融

政

策

」
、
 

「機

動

的

な

財

政

政

策

」
、

「
民

間

投

資

を 

喚

起

す

る

成

長

戦

略

」

の

「
三

本

の

矢

」 

か

ら

な

る

経

済

政

策

を
I

体

的

に

推

進

す 

る

こ

と

に

よ

つ

て

、

デ

フ

レ

脱

却

.
経
済 

再

生

と

財

政

健

全

化

の

双

方

を

進

め

て

き 

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

企

業

活

動

や

雇

用 

を

含

む

幅

広

い

分

野

で

、

お

よ

そ

四

半

世 

紀

ぶ

り

と

な

る

良

好

な

経

済

状

況

が

み

ら 

れ

る

よ

ぅ

に

な

る

な

ど

、

経

済

の

好

循

環 

は

着

実

に

回

り

始

め

て

い

ま

す

。

2
0
1 

4
年

4
月

の

消

費

税

率

引

き

上

げ

や

輸

入 

物

価

の

上

昇

等

の

影

響

を

受

け

て

、

景
気 

の

回

復

力

に

弱

さ

が

み

ら

れ

た

局

面

も

あ 

り

ま

し

た

が

、

好

循

環

の

動

き

が

続

く

中 

で
、

景

気

は

緩

や

か

な

回

復

基

調

が

続

い 

て

い

ま

す

。

更

な

る

デ

フ

レ

脱

却

、

経
済 

再

生

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

経

済

の

好 

循

環

の

拡

大

を

図

る

こ

と

に

よ

り

、

成
長 

力

を

強

化

し

て

い

く

こ

と

が

不

可

欠

で

あ 

る

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

本

町

の

平

成
26

年

度

普

通

会

計

財

政

状 

況

に

つ

い

て

申

し

上

げ

ま

す

と

'
 

財

政

構 

造

の

弾

力

性

を

示

す

経

常

収

支

比

率

が
 

90
.
 

4
% 

(対

前

年

度

比

2

.
2
ポ
イ
ン 

卜
)

と

高

い

数

値

に

あ

る

も

の

の

'
 

将
来

負

担

比

率

88
.
6
%
(
対

前

年

度

比

八

21
.
 

3
ポ

イ

ン

ト

}
、

実

質

公

債

費

比

率

10
.
0 

% 

(対

前

年

度

比
A

O 

.
 

4
ポ

イ

ン

ト

)

と
、

前

年

度

よ

り

改

善

し

て

お

り

ま

す

。

地

方

債

残

高

は

平

成
26

年

度

末

で

1
5 

5
億

9
千

1
百

15
万

6
千

円

、

対

前

年

度 

比

2
億

2
千

94
万

9
千

円

の

増

と

な

っ

て 

お

り

ま

す

が

、

将

来

に

負

担

を

残

さ

な

い 

た

め

に

も

計

画

的

な

事

業

実

施

に

よ

り

地 

方

債

発

行

を

抑

制

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

本

町

の

基

金

残

高

は

平

成
26

年 

度

末

で

17
億

7
千

1
百

60
万

8
千

円

と

弱 

い

財

政

状

況

と

な

っ

て

お

り

、

財

政

基

盤 

の

健

全

性

を

高

め

る

こ

と

が

当

面

の

課

題 

と

な

つ

て

い

ま

す

。

本

年

度

の

主

要

事

業

と

し

て

は

、

継
続 

事

業

の

安

心

子

ど

も

基

金

特

別

対

策

事

業

、
 

放

課

後

対

策

健

全

育

成

事

業

、

病

児

.
病 

後

保

育

事

業

、

更

生

医

療

給

付

事

業

、

障 

害

者

自

立

支

援

給

付

事

業

、
「農

と

緑

」
地 

域

活

性

化

事

業

、

シ

—
ち

や

ん

広

場

整

備 

事

業

、

和

牛

改

良

支

援

事

業

、

農

業

基

盤 

整

備

促

進

事

業

、

た

め

池

等

整

備

事

業

、
 

農

業

水

利

施

設

保

全

合

理

化

事

業

、

地
方 

道

路

整

備

事

業

、

伊

覇

地

区

土

地

区

画

整 

理

事

業

、

都

市

公

園

整

備

事

業

、

学

校

建 

設

事

業

、

学

校

空

調

機

設

置

事

業

、

サ
ツ 

力

—
場

芝

管

理

事

業

、

人

材

育

成

事

業

、
 

港

川

フ

イ

ツ

シ

ヤ
I

整

備

事

業

、

観

光

拠 

点

施

設

整

備

事

業

等

の

観

光

施

設

関

連

事 

業

が

あ

り

ま

す

。

ま
た
、

新

規

事

業

と

し

て

コ

ン

ビ

ニ

交 

付

シ

ス

テ

ム

導

入

事

業

、

災

害

に

強

い

栽 

培

施

設

整

備

事

業

、

子

ど

も

居

場

所

づ

く 

り

事

業

、

避

難

誘

導

案

内

標

識

検

討

業

務 

等

多

く

の

事

業

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

歳

入

に

つ

い

て

は

、

各

種

税

目

で

増

減 

が

あ

り

ま

す

が

、

全

体

的

に

は

課

税

額

.
 

徴

収

額

と

も

伸

び

て

き

て

お

り

、

今

後

も 

税

収

ア

ッ

プ

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

ま 

た

、

各

種

交

付

金

等

に

つ

い

て

も

的

確

に 

見

込

ん

で

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

歳

出

に

つ

い

て

は

、

例

年

通

り

経

常

経 

費

の

削

減

に

努

め

、

各

費

目

と

も

必

要

性

、
 

緊

急

性

を

優

先

し

、

投

資

的

経

費

に

つ

い 

て
は
、

投

資

効

果

の

高

い

事

業

を

計

上

し 

て

お

り

ま

す

。

沖

縄

振

興

特

別

推

進

交

付

金

に

つ

い

て 

は
、

通

常

の

業

務

に

自

主

性

.
自

立

性

を 

発

揮

し

'

 

積

極

的

に

事

業

立

案

を

行

い

'
 

投

資

効

果

が

見

込

ま

れ

る

事

業

を

優

先

的 

に

予

算

計

上

し

て

お

り

ま

す

。

一
ー
■
産
業
の

振

興

に

よ

る

魅

力

と

一 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
y

農

林

水

産

業

及

び

産

業

の

振

興

は

、

町 

の

重

要

施

策

の

I

つ

で

あ

り

ま

す

。

亜
熱 

帯

性

気

候

等

を

い

か

し

た

安

全

で

安

心

、
 

新

鮮

で

高

品

質

な

農

産

物

の

産

地

を

形

成 

し

つ

つ

、

農

業

者

の

安

定

し

た

所

得

を

確 

保

し

ぅ

る

農

業

経

営

を

実

現

す

る

た

め

に 

は
、

消

費

者

の

ニ

—
ズ

に

あ

つ

た

生

産

供 

給

体

制

の

充

実

と

地

産

地

消

を

推

進

す

る 

こ

と

が

重

要

で

す

。

「
人

.
農

地

プ

ラ

ン

」

の
推

進

に

よ

り

青 

年

就

農

者

ゃ

65
歳

未

満

の

新

規

就

農

者

へ 

の

初

期

投

資

の

軽

減

を

図

り

、

担

い

手

育 

成

の

た

め

の

支

援

を

行

つ

て

ま

い

り

ま

す

。

〇
農
業
の
振
興

農

業

は

台

風

や

干

ば

つ

な

ど

の

気

象

条 

件

に

影

響

さ

れ

ま

す

が

、

そ

の

対

策

を

講

じ

つ

つ

足

腰

の

強

い

農

業

の

推

進

に

努

め 

ま
す
。

拠

点

産

地

と

し

て

認

定

さ

れ

て

い

る
 

ピ

—

マ
ン
、

才

ク

ラ

、

さ

や

い

ん

げ

ん

、
 

か

ん

し

よ

、

小

ギ

ク

、

マ

ン

ゴ

ー

の

6
品 

目

に

つ

い

て

は

、

各

産

地

協

議

会

を

中

心 

に
J

A

、

県

農

業

改

良

普

及

セ

ン

タ

—

と 

連

携

し

、

さ

ら

な

る

産

地

の

育

成

と

増

産 

を
図
り
、

農

業

所

得

の

向

上

に

努

め

ま

す

。 

特

に

ピ
I

マ

ン

は

県

内

の

約

7
割

を

生

産 

し
、

沖

縄

一

の

ピ

—

マ

ン

産

地

と

し

て

の 

八

重

瀬

ブ

ラ

ン

ド

の

確

立

に

尚

一

層

努

め 

て

ま

い

り

ま

す

。

基

幹

作

物

で

あ

る

、

さ
と

ぅ

き

び

に

つ 

い
て

は

、

年

々

作

付

面

積

が

減

少

し

て

い 

る

状

況

に

対

処

す

る

た

め

、

高

齢

者

や

兼 

業

農

家

で

も

生

産

■
出

荷

で

き

る

機

械

化 

を

よ

り

推

進

し

、

優

良

種

苗

の

導

入

、

病 

害

虫

対

策

、

土

づ

く

り

等

を

推

進

し

ま

す

。 

ま

た

農

地

中

間

管

理

事

業

を

国

■
県
の

関 

係

機

関

と

連

携

し

て

積

極

的

に

活

用

し

、
 

農

業

経

営

の

規

模

拡

大

や

農

業

へ

の

新

規 

参

入

に

よ

る

農

地

の

利

用

の

効

率

化

を

促 

進

し

、

農

業

の

生

産

性

向

上

を

図

っ

て

ま 

い

り

ま

す

。

〇
林
業
振
興
と
緑
化
の
推
進

八

重

瀬

公

園

の

桜

の

施

肥

■
下
刈
り
や 

松

く

い

虫

防

除

を

今

後

も

継

続

実

施

し

ま 

す
。

ま

た

こ

れ

ま

で

町

内

各

種

団

体

に

対 

し
て
、

花

の

苗

や

土 

■
肥

料

の

購

入

助

成 

を

行

つ

て

き

ま

し

た

が

、

更

な

る

緑

化

推 

進

を

図

る

こ

と

を

目

的

に

、

本

年

度

も

|  

括

交

付

金

を

活

用

し

て

、

町

種

苗

セ

ン 

夕

— 

(仮

称

)

と

体

験

農

場

の

整

備

を

推 

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。

〇
畜
産
業
の
振
興

本

県

の

牛

肉

■
豚

肉

は

外

国

産

に

比

べ 

て

安

心

安

全

な

食

肉

と

し

て

県

内

外

で

高 

取

引

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

円

安

等

に
よ

る
 

飼

料

の

高

騰

に

よ

り

生

産

農

家

の

経

営

が 

圧

迫

さ

れ

て

い

ま

す

。

本

年

度

も

|

括
交
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付
金
を
活
用
し
た
和
牛
改
良
支
援
事
業
で 

優
良
雌
牛
の
導
入
を
図
つ
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
水
産
業
の
振I

本
町
の
水
産
業
は
、
沿
岸
漁
業
が
主
体 

の
零
細
経
営
体
が
大
半
を
占
め
、

そ
の
経 

営
は
漁
場
資
源
の
減
少
、
魚
価
格
の
低
迷 

等
で
厳
し
い
状
況
に
あ

り

ま

す

。

本
年
度 

も
表
層
浮
漁
礁
設
置
等
に
よ
る
漁
場
の
整 

備
を
支
援
し
、
漁
獲
高
を
安
定
さ
せ
、
所 

得
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま

す

。

ま
た 

定
置
網
漁
業
に
つ
い
て
港
川
漁
協
や
関
係 

機
関
と
導
入
に
向
け
て
協
議
を
行
い
、
魅 

力
あ
る
漁
業
の
創
出
を
図
つ
て
ま
い
り
ま 

す
。

〇
農
業
基
盤
及
び
農
村
環
境
の
整
備

農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本 

年

度

も

引

き

続

き

「団
体
営
た
め
池
等
整 

備
事
業
」

に
よ
り
、
宜
次
地
区
法
面
崩
壊 

防
止
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た 

「農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
」

を
活
用
し 

て
、

八
重
瀬
第
1
地
区
の
安
里
三
地
区
農 

道
舗
装
整
備
工
事
及
び
宜
次
地
区
の
排
水 

路
設
計
と
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

八
重
瀬
第
2
地
区
に
つ
い
て
は
大
頓
地
区 

排
水
路
改
修
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

県
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き 

「
県

営

水

質

保

全

対

策

事

業

(耕
土
流
出 

防
止
)
」
で
勾
配
修
正
等
の
工
事
を
行
っ
て 

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
農
業
基
盤
整
備 

を
行
ぅ
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
性
の
向 

上
、
効
率
的
、
安
定
的
な
農
業
経
営
の
確 

立
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
村
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

単
独
事
業
も
含
め
て
、
本

年

度

も

「多
面 

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」

を
活
用
し
て
、
 

3
地
区
で
土
地
改
良
施
設
等
の
維
持
管
理 

を
行
い
、
農
村
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま 

い
り
ま
す
。

〇
商

工

•
観
光
の
振I

今
年
度
か
ら
観
光
振
興
課
の
新
設
に
よ 

り
、

こ

れ

ま

で

以
上
に
商
工
■
観
光
の
振

興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
商
工
業
の
振 

興
は
、
企
業
誘
致
を
図
り
、
中
小
企
業
や 

小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
の
支
援
を
行 

い
、

雇
用
の
創
出
を
図
り
町
民
所
得
の
向 

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
八
重
瀬
町
観 

光
振
興
基
本
計
画
」

を

共

有

■
認
識
し
、
 

心
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指 

す
た
め
、
地

域

資

源

を

保

存

■
観
光
資
源 

に
整
備
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り 

ま
す
。

ま
た
、
物
産
展
等
の
開
催
に
よ 

り
積
極
的
に
県
内
外
へ
の
p 
R

活
動
と
情 

報
発
信
を
図
り
八
重
瀬
町
観
光
ブ
ラ
ン
ド 

の
認
知
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
南
部
広
域
と
の
連
携
に
よ
り
地 

域
資
源
、
文
化
、
芸
能
等
を
活
用
し
た
体 

験
メ
ニ
ュ
I

の
開
発
を
行
い
、
体
験
滞
在 

型
観
光
と
修
学
旅
行
の
誘
致
を
積
極
的
に 

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ス
ポ
—
ツ
の
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て 

は
、

県
の
ス
ポ
—
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘 

致
戦
略
と
連
携
し
積
極
的
に
誘
致
活
動
し 

て
ま
い
り
ま
す
。

継
続
し
た
桜
の
生
育 

保
全
に
よ
り
南
部
の
さ
く
ら
の
名
所
と
し 

て
県
内
外
に
広
く
発
信
し
、

あ
ら
ゆ
る
ィ 

ベ
ン
卜
に
町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
—

「
や 

え
せ
の
シ
—
ち
ゃ

ん

」

を
活
用
し
た
観
光 

プ
ロ
モ
—
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

本

年

度

も

「
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付 

金
」
を
活
用
し
、
「玻
名
城
の
郷
整
備
事
業
」 

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
管 

理

棟

(事
務
所
、
倉
庫
、

シ
ャ
ヮ
I

、

卜 

ィ
レ
)

の
設
計
及
び
工
事
を
行
い
整
備
を 

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
観
光
施
設
や 

ア
ク
セ
ス
道
路
の
草
刈
、
清
掃
等
も
同
交 

付
金
を
活
用
し
た
環
境
整
備
に
努
め
、
観 

光
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
本
庁
舎
跡
地
を
活
用
し
た
観
光
拠
点 

整
備
計
画
を
基
に
観
光
振
興
の
中
核
を
担 

う
観
光
拠
点
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、
生 

活
環
境
の
向
上
と
地
域
経
済
の
更
な
る
発

展
、
観
光
産
業
の
創
出
を
図
つ
て
ま
い
り 

ま
す
。

| 

2
■

調
和
の
と
れ
た
安
全
.
安

心

な| 

ま
ち
づ
く 
y

〇
都
市
公
園
の
整
備

都
市
公
園
整
備
に
お
い
て
は
、

長
田
門 

原

公

園

の

休

養

施

設

■
遊
戯
施
設
及
び
管 

理
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
東
風
平
運 

動

公

園

■
西
部
プ
ラ
ザ
公
園
に
お
い
て
は
、
 

園
路
広
場
整
備
等
を
中
心
に
良
好
な
都
市 

空
間
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

伊
覇
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
 

早
期
の
事
業
完
了
に
向
け
、
保
留
地
の
処 

分

と

宅

地

造

成

工

事

■
街
区
公
園
4
ヶ
所 

の
整
備
を
行
い
、

早
期
の
区
域
内
土
地
利 

用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

屋
宜
原
地
区
及
び
富
盛
田
園
土
地
区
画 

整
理
組
合
事
業
に
つ
い
て
は
、
魅
力
と
活 

気
に
あ
ふ
れ
た
市
街
地
が
形
成
さ
れ
つ
つ 

あ
り
ま
す
。

両
地
区
に
つ
い
て
は
、
本
換 

地
処
分
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て 

ま
い
り
ま
す
。

〇
道
路
の
整
備

道
路
整
備
は
、
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道 

5
 

o
 

7

号
八
重
瀬
道
路
の
整
備
も
着
々
と 

進
ん
で
お
り
ま
す
。

国
道
5

0

7

号
の
整 

備
に
伴
ぅ
、
東
風
平
交
差
点
の
十
字
路
化 

に
つ
い
て
は
、

県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら 

整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県

道

77
号
線
糸
満
与
那
原
線
の
、
東
風 

平
北
交
差
点
か
ら
屋
宜
原
区
間
に
つ
い
て 

は
、

早

期

の

完

成

に

向

け

県

に

要

望

を 

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

県
道
東
風
平
豊
見 

城
線
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
交
通
安 

全
の
確
保
と
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

県 

と
の
協
議
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り 

ま
す
。

町
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
も
、

社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
 

「
町
道
北
部
線
」
、
「
町
道
学
校
保
健
所
線
」 

の
整
備
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、

国

道
5
 

0
 

7

号
東
風
平
交
差
点 

の
十
字
路
化
に
伴
ぅ
、
「
町
道
学
校
線
」
の 

調
査
測
量
を
行
い
整
備
を
進
め
て
ま
い
り 

ま
す
。
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業
も
引 

き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
単
独
事 

業
は
地
域
か
ら
の
要
請
等
を
検
討
し
、
優 

先
順
位
に
よ

り

整
備
を
図
つ
て

ま

い

り

ま 

す
。
道

路

の

利

用

者

が

安

心

■
安
全
に
通 

行
で
き

る

道
路
整
備
を
行
つ
て
ま
い
り
ま 

す
。

〇
河
川
及
び
排
水
整
備

河
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
と
連
携
し
、
 

報
得
川
整
備
の
早
期
着
工
を
目
指
し
ま
す
。
 

他
の
河
川
も
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ 

る
地
域
に
な
る
よ
ぅ
に
整
備
推
進
に
努
め 

て
ま
い
り
ま
す
。

排
水
路
整
備
は
、

町
単
独
事
業
に
よ
り
、
 

順
次
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
上
下
水
道
の
整
備

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
南
部 

水
道
企
業
団
と
連
携
し
、

町

民

に

安

全

.
 

安
心
な
水
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
は
、
雄
樋
川
地
区
と
港 

川
地
区
の
2
地
区
で
接
続
率
を
伸
ば
し
て 

い
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
地
域
住
民 

へ
の
啓
発
を
図
り
、
接
続
率
向
上
に
努
め 

ま
す
。

平
成

27
年

度

に

完

成

し

た

「
八
重 

瀬
町
下
水
道
基
本
計
画
」

を
基
に
、
県
の 

美
ら
水
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が 

ら
、

下
水
道
整
備
事
業
を
推
進
し
、
住
民 

の
快
適
な
住
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
海 

や
河
川
等
の
水
質
保
全
に
努
め
て
ま
い
り 

ま
す
。

〇
地
域
安
全
.
防
災
体
制
の
整
備

災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
、

町
防
災 

計
画
を
定
期
的
に
見
直
す
と
共
に
高
潮
、
 

津
波
、
地
震
の
速
報
及
び
迅
速
な
情
報
伝 

達
の
手
段
と
し
て
、

町
内

33
箇
所
に
設
置

し
た
防
災
行
政
無
線
を
有
効
活
用
し
、
防 

災

及

び

防

災

意

識

向

上

の

た

め

防

災

教 

育

■
訓
練
の
推
進
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。交

通
安
全
や
防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て 

は
、

力
—
ブ
ミ
ラ
—

■
防
犯
灯
等
の
点
検
.
 

整
備
を
行
い
、
集
落
内
で
の
違
法
駐
車
の 

根
絶
を
始
め
、
交
通
安
全
教
育
や
飲
酒
運 

転
根
絶
運
動
等
、
交
通
モ
ラ
ル
向
上
活
動 

等

の

実

施

■
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

ま
た
、

犯

罪

の

な

い

「
ま
ち
づ
く
り
」

を 

推
進
す
る
た
め
に
、

防
犯
活
動
の
強
化
を 

図
る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
防
犯
灯
の 

設
置
、

防
犯
意
識
の
啓
発
向
上
に
努
め
て 

ま
い
り
ま
す
。

| 

3
■

人

と

自

然

が

共

生

す

る

環

境 

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
y

〇
循
環
型
社
会
の
構
築
、
生
活
環
境
の
保
全

私
た
ち
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち 

に
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
生
活
環 

境
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
出 

来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が 

大
切
で
す
。

引
き
続
き
、
生
活
環
境
保
全
の
た
め
に 

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
ニ
酸
化
炭 

素

(C

O

2

排
出
量
の
削
減
及
び
リ
サ
ィ 

ク
ル
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
を
推
進
す
る 

循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い 

り
ま
す
。

一
般
家
庭
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る 

ゴ
ミ
は
、
東
部
清
掃
施
設
組
合
で
焼
却
処 

理
し
て
お
り
ま
す
。

可
燃
ゴ
ミ
以
外
に
つ 

い
て
は
、
島
尻
消
防
、
清
掃
組
合
の
島
尻 

環

境

美

化

セ

ン

タ

—

で

処
理
業
務
を
行 

な
つ
て
い
ま
す
。
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
適 

正
な
分
別
、
保
管
、
収
集
、

再
生
の
処
理 

を
お
こ
な
う
と
と
も
に
八
重
瀬
町
一
般
廃 

棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

町
、
事 

業
所
、
住
民
の
役
割
を
確
実
に
行
う
た
め



の

啓

発

活

動

の

強

化

を

図

つ

て

ま

い

り

ま

す
。併

せ

て

、

各

家

庭

か

ら

排

出

さ

れ

る

生 

ゴ

ミ

の

堆

肥

化

及

び

ゴ

ミ

の

減

量

化

に

よ 

る

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

に

努

め

、
 

堆

肥

化

し

た

ゴ

ミ

を

畑

に

還

元

す

る

こ

と 

に

よ

る

循

環

型

社

会

の

形

成

を

図

つ

て

ま 

い
り
ま
す
。

I

般

廃

棄

物

最

終

処

分

場

に

つ

き
ま

し
 

て

は

、

前

年

度

に

島

尻

環

境

美

化

セ

ン
 

タ

—
ゴ

ミ

焼

却

施

設

等

解

体

工

事

が

終

了 

し

て

お

り

ま

す

。

本

年

度

は

最

終

処

分

場 

建

設

工

事

が

着

工

さ

れ

ま

す

。

ま
た
、

し

尿

や

浄

化

槽

汚

泥

に

つ

い

て 

は
、

島

尻

消

防

、

清

掃

組

合

の

清

澄

苑

し 

尿

処

理

施

設

で

処

理

し

て

ま

い

り

ま

す

。

不

法

投

棄

、

散

乱

コ

ミ

の

監

視

活

動

を 

行

い

、

悪

質

な

不

法

投

棄

の

改

善

対

策

を 

図

る

と

と

も

に

河

川

の

水

質

浄

化

、

事
業 

所

か

ら

排

出

さ

れ

る

悪

臭

等

の

公

害

防

止

、
 

狂

犬

病

予

防

注

射

の

実

施

率

の

向

上

、
 

ボ

—

フ

ラ

駆

除

の

対

策

を

行

い

、

生

活

環 

境

の

保

全

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

1
4
■

結

い

の

心

で

支

え

合

ぅ

ふ
れ 

あ
い
の
ま
ち
づ
く
y

〇

社
会
福
祉
事
業
の
推
進

地

域

福

祉

の

推

進

に

つ

き

ま

し

て

は

、
 

「
地

域

福

祉

(活

動

)

計

画

ゆ

い

ゆ

い
 

八

重

瀬

し

あ

わ

せ

プ

ラ

ン

」
を

踏

ま

え

、
 

誰

も

が

住

み

慣

れ

た

地

域

の

中

で

安

心

し 

て

暮

ら

し

て
い

く

た

め

に
、

住

民
同
士
の 

支

え

あ

い

、

助

け

合

い

等

の

主

体

的

な

活 

動

や

行

政

、

社

会

福

祉

協

議

会

、

民
生
委 

員

■
児

童

委

員

、

赤

十

字

奉

仕

団

、

区

長

.
 

自

治

会

長

等

各

種

機

関

と

連

携

、

協
働

す 

る

こ

と

で

、

地

域

で

安

心

し

て

自

立

し

た 

生

活

が

送

れ

る

よ

ぅ

地

域

で

支

え

合

ぅ

社 

会

づ
く

り

を

推

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。

〇
老
人
福
祉
の
推
進

高

齢

者

福

祉

に

つ

き

ま

し

て

は

、
「
八
重 

瀬

町

高

齢

者

福

祉

計

画

」

に

基

づ

き

、

地 

域

全

体

で

高

齢

者

を

支

え

あ

い

住

み

な

れ 

た

地

域

で

自

立

■
安

心

し

て

暮

ら

し

て

い 

け

る

よ

う

な

町

づ

く

り

を

推

進

し

施

設■  

在

宅

福

祉

サ

—
ビ

ス

の

充

実

を

図

る

と

と 

も

に

多

様

化

す

る

高

齢

者

の

ニ

—

ズ
に
応 

え

る

た

め

、

健

康

と

生

き

が

い

施

策

を

実 

施

し

て

ま

い

り

ま

す

。

介

護

予

防

関

連

に

つ

い

て

は

、

地

域
支 

援

事

業

を

よ

り

充

実

さ

せ

、

介

護

予

防

■
 

包

括

的

支

援

事

業

を

的

確

に

実

施

し

、

生 

き

が

い

■
グ

ル

—
プ

支

援

事

業

等

を

充

実 

す

る

こ

と

に

よ

り

、

要

支

援

■
要

介

護

に 

陥

ら

な

い

よ

う

に

支

援

し

て

ま

い

り

ま

す

。

ま

た

、

高

齢

者

の

生

き

が

い

を

高

め

、
 

高

齢

者

に

対

す

る

敬

意

と

感

謝

の

気

持

ち 

を

表

し

、

更

な

る

長

寿

の

た

め

、

引

き

続 

き

80
歳

以

上

の

高

齢

者

に

敬

老

激

励

金

を 

継

続

し

て

給

付

い

た

し

ま

す

。

さ

ら

に

、

町

敬

老

会

の

開

催

に

つ

い

て 

は
、

高

齢

者

の

方

々

に

敬

老

の

意

を

表

し

、
 

長

寿

を

祝

う

行

事

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

町 

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

の

意

向

を

尊

重

し

開 

催

し

ま

す

。

ま
た
、

住

み

慣

れ

た

地

域

で

、

安
心
し 

て

暮

ら

し

て

い

け

る

よ

う

に

、

い
き
い
き 

活

動

支

援

通

所

■
配

食

サ

—

ビ

ス

■
訪
問 

型

介

護

予

防

事

業

■
介

護

用

品

支

給

事

業

■
 

南

部

徳

洲

会

病

院

の

送

迎

バ

ス

活

用

モ

デ 

ル

事

業

実

施

等

に

よ

り

、

高

齢

者

の

ニ

— 

ズ

に

応

え

て

ま

い

り

ま

す

。

〇
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

障

が

い

者

福

祉

に

つ

き

ま

し

て

は

、
「障 

が

い

者

計

画

及

び

第

4
期

障

が

い

者

福

祉 

計

画

」

の

施

策

を

踏

ま

え

、

障

が

い

者

と 

健

常

者

が

共

生

す

る

ま

ち

づ

く

り

を

め

ざ 

し
、

自

ら

歩

む

自

立

へ

の

み

ち

、

地
域
で 

つ

な

ぐ

「
ふ

れ

あ

い

の

町

」

を

目

指

し

て

、
 

利

用

者

の

ニ

—
ズ

に

対

応

で

き

る

よ

う

に 

関

係

機

関

の

協

力

を

得

な

が

ら

、

福

祉

サ
I

ビ

ス

の

周

知

と

充

実

を

図

つ

て

ま

い 

り

ま
す
。

特

に

障

が

い

者

へ

の

福

祉

サ

—
ビ

ス

事 

業

(居

宅

介

護

.
行

動

支

援

.
生

活

介

護

.
 

施

設

入

所

支

援

.
就

労

継

続

支

援

等

)
、

そ 

し

て

地

域

生

活

支

援

事

業

(相

談

支

援

.
 

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

—

.
日

常

生

活

用 

具

給

付

.
移

動

支

援

事

業

等

)

を
充
実
さ 

せ
、

地

域

に

お

け

る

生

活

を

支

え

る

様

 々

な

事

業

の

推

進

を

図

つ

て

ま

い

り

ま

す

。

ま

た

、

重

度

心

身

障

が

い

者

医

療

費

助 

成

事

業

、

補

装

具

給

付

事

業

.
自

立

支

援 

医

療

給

付

事

業

を

実

施

し

、

今

後

も

地

域 

社

会

の

I

人

と

し

て

共

に

暮

ら

し

、

支
え 

あ

ぅ

町
づ
く

り

に

務

め

て

ま

い

り

ま

す

。

〇
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

介

護

保

険

に

つ

き

ま

し

て

は

、
「第

6
期 

介

護

保

険

事

業

計

画

」

に

基

づ

き

介

護

予 

防

の

推

進

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

介

護

予

防

に

重

点

を

置

い

た

地

域

支

援 

事

業

を

活

用

し

、

介

護

予

防

事

業

の

実

施 

や

専

門

職

員

を

配

置

し

た

地

域

包

括

支

援 

セ

ン

タ

—

で

の

総

合

相

談

や

介

護

予

防

マ 

ネ

ジ

メ

ン

卜

な

ど

の

支

援

に

よ

り

、

元
気 

な

高

齢

者

が

要

支

援

や

要

介

護

状

態

に

陥 

る

こ

と

を

予

防

す

る

取

り

組

み

を

今

後

も 

実

施

し

て

い

き

ま

す

。

ま
た
、

介

護

保

険 

法

の

I
部

改

正

に

伴

い

、

介

護

認

定

要

支 

援

1
.
2
の

方

の

「
介

護

予

防

訪

問

介

護

」 

「
介

護

予

防

通

所

介

護

」

が

地

域

支

援

事 

業

の

「新

し

い

総

合

事

業

」

へ
移
行
す
る 

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

本

町

に

適

し

た

「
地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス 

テ

ム

」

の

実

現

に

向

け

た

充

実

強

化

を
 

図

つ

て

ま

い

り

ま

す

。

〇
児

童

•
母

子

(父
子
)
福
祉
の
推
進

未

来

を

担

ぅ

子

ど

も

た

ち

が

健

や

か

に 

生

ま

れ

育

つ

こ

と

は

、

町

民

全

体

の

願

い 

で

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

本

町

の

子

ど

も 

た

ち

を

取

り

巻

く

環

境

は

、

核

家

族

化

や 

女

性

の

社

会

進

出

、

屋

宜

原

■
伊

覇

地

区

の

宅

地

造

成

工

事

の

整

備

に

よ

る

急

激

な 

人

口

増

加

等

に

よ

っ

て

大

き

く

変

貌

し

つ 

つ

あ

り

ま

す

。

こ

の

よ

ぅ

な

中

、

安
心

し 

て

子

ど

も

を

生

み

育

て

る

こ

と

の

で

き

る 

環

境

づ

く

り

を

推

進

す

る

た

め

八

重

瀬

町 

子

ど

も

子

育

て

支

援

事

業

計

画

に

基

づ

き

、
 

更

な

る

子

育

て

支

援

の

充

実

に

努

め

て

ま 

い
り
ま
す
。

課

題

で

あ

る

待

機

児

童

に

つ

い

て

は

、
 

公

立

保

育

所

の

民

営

化

、

既

存

保

育

施

設 

の

定

員

見

直

し

、

増

改

築

、

事

業

所

内

保 

育

事

業

等

、

諸

種

の

施

策

を

展

開

し

、

待 

機

児

童

の

解

消

に

取

り

組

ん

で

ま

い

り

ま 

す
。

ま
た
、

延

長

保

育

、

病

児

保

育

、

I  

時

預

か

り

、

フ
ァ

/
/
/

リ

—

サ

ボ

—

卜
事
業 

な

ど

多

様

化

す

る

保

護

者

ニ

—
ズ

に

応

じ 

た

保

育

サ

—

ビ

ス

の

充

実

を

図

っ

て

ま

い 

り
ま

す

。

特

別

な

支

援

が

必

要

な

子

ど

も

と

保

護 

者

へ

の

支

援

と

し

て

、

特

別

支

援

保

育

事 

業

や

親

子

通

園

事

業

、

心

理

士

に

よ

る

保 

護

者

や

保

育

士

へ

の

相

談

体

制

の

強

化

■
 

充

実

を

図

る

と

と

も

に

、

母

子

保

健

と

密 

に

連

携

を

と

り

な

が

ら

早

期

支

援

の

確

立 

や

連

続

性

の

あ

る

支

援

体

制

を

整

え

て

ま 

い
り
ま
す
。

さ

ら

に

、

保

育

体

制

強

化

事

業

、

保
育 

士

確

保

対

策

事

業

を

活

用

し

、

保

育

士

の 

就

業

継

続

及

び

離

脱

防

止

を

図

り

、

保
育 

士

が

働

き

や

す

い

職

場

環

境

づ

く

り

に

つ 

い
て

も

、

引

き

続

き

支

援

し

て

ま

い

り

ま 

す
。認

可

外

保

育

園

の

支

援

に

つ

い

て

は

、
 

県

保

育

所

待

機

児

童

対

策

特

別

事

業

、

新 

す

こ

や

か

保

育

事

業

等

を

活

用

し

、

保
育 

環

境

の

充

実

と

保

育

の

質

の

向

上

を

図

る 

と

と

も

に

、

積

極

的

に

支

援

し

て

ま

い

り 

ま
す
。

子

育

て

家

庭

の

相

談

や

交

流

の

場

と
 

な

つ

て

い

る

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

—

に
つ 

い
て

は

、

旧

区

画

整

理

課

事

務

所

跡

に

移

転

し

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

多

く

の

子

育

て 

家

庭

が

利

用

し

や

す

い

環

境

を

提

供

し

て 

ま

い

り

ま

す

。

保

護

者

が

共

働

き

に

等

に

よ

り

日

中

家 

庭

に

い

な

い

小

学

生

が

放

課

後

等

を

安
 

全

■
安

心

に

過

ご

す

こ

と

の

で

き

る

放

課 

後

児

童

ク

ラ

ブ

に

つ

い

て

は

、

ク
ラ
ブ
の 

整

備

を

推

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。

ま
た
、
 

放

課

後

児

童

ク

ラ

ブ

の

質

の

維

持

及

び

向 

上
、

適

正

な

運

営

が

行

わ

れ

る

よ

ぅ

に

学 

童

ク

ラ

ブ

支

援

員

を

配

置

し

、

指

導

監

督 

を

実

施

し

て

ま

い

り

ま

す

。

児

童

虐

待

等

に

つ

い

て

は

、

迅

速

な

対 

応

と

未

然

防

止

に

向

け

て

相

談

体

制

の

強 

化

を

図

り

、

要

保

護

児

童

対

策

地

域

協

議 

会

の

十

分

な

る

活

用

を

図

つ

て

ま

い

り

ま 

す
。社

会

的

な

問

題

と

な

っ

て

お

り

ま

す

子 

ど

も

の

貧

困

対

策

に

つ

い

て

は

、

沖

縄
子 

ど

も

の

貧

困

緊

急

対

策

事

業

を

活

用

し

、
 

子

ど

も

の

貧

困

に

関

す

る

現

状

を

把

握

し

、
 

居

場

所

を

必

要

と

す

る

子

ど

も

に

居

場

所 

の

提

供

を

図

つ

て

ま

い

り

ま

す

。

ひ

と

り

親

家

庭

に

つ

き

ま

し

て

は

、

引 

き

続

き

母

子

父

子

家

庭

等

医

療

費

助

成

を 

行

い

、

児

童

扶

養

手

当

に

よ

り

ひ

と

り

親 

家

庭

へ

の

自

立

支

援

を

行

っ

て

い

き

ま

す

。 

ま
た
、

八

重

瀬

町

母

子

寡

婦

福

祉

会

補

助 

金

を

交

付

し

、

会

の

育

成

を

図

り

ま

す

。

〇
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

国

民

健

康

保

険

の

加

入

状

況

は

、

後
期 

高

齢

者

保

険

及

び

、

社

会

保

険

へ

の

移

行 

が

有

り

、

対

人

ロ

比

の

30
.
3
%
で
、

加 

入

率

が

減

少

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

そ
の
中 

で

の

加

入

者

は

、

景

気

低

迷

に

よ

る

企

業 

の

倒

産

や

リ

ス

ト

ラ

等

を

理

由

に

被

用

者 

保

険

か

ら

国

保

へ

の

加

入

が

大

半

を

占

め 

て
い
ま
す
。

平

成
26

年

度

歳

出

決

算

額

で
42

億
1

千 

4
百

万

円

余

り

で

、

歳

出

が

増

額

と

な

り 

累

積

赤

字

も

4
億

5
千

万

余

り

の

状

況

と
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な
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
ぅ
な
、
歳
出
の
増
額
し
て
い

く
 

要
因
と
し
て
、
国
保
被
保
険
者
の
高
齢
化 

等
に
よ
る
医
療
受
診
者
の
増
加
、
並
び
に 

高
度
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
医
療
給
付 

の
増
加
、

ま
た
経
済
情
勢
に
伴
ぅ
雇
用
低 

迷
に
よ
り
、
国
保
加
入
者
の
低
所
得
者
増 

に
よ
る
保
険
税
の
収
入
減
少
な
ど
県
内
で 

多
く
の
市
町
村
が
厳
し
い
財
政
状
況
を
強 

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、

医
療
費
の
抑
制
と
医
療
費 

の
適
正
化
、
保
険
税
の
収
納
対
策
な
ど
を 

強
化
し
赤
字
解
消
を
重
要
課
題
と
し
て
、
 

高
齢
者
医
療
、
保
健
事
業
、

母
子
保
健
事 

業
に
取
り
組
み
安
定
し
た
国
保
財
政
運
営 

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と 

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者 

が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
ぅ
に 

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高

齢

者

の

「長
寿
健
診
」

「高
齢 

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
」

な
ど 

高
齢
者
の
重
病
化
予
防
に
努
め
、
保
健
事 

業
を
勧
奨
し
健
康
長
寿
の
保
持
の
た
め
継 

続
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
保
健
事
業
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま

し
 

て
、

こ

れ

ま

で

に

策

定

さ

れ

た

「健
康
や 

ぇ

せ

21
」

「特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画 

書
」
コ
ア
—
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
基
に
生
活 

習

慣

病

等

の

予

防

を

重

視

し

た

「特
定
健 

診

■
特
定
保
健
指
導
事
業
」

な
ど
に
取
り 

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「が
ん
検
診
事
業
」
等
に
つ
き
ま
し
て
は 

こ
れ
ま
で
同
様
、
各
種
健
診
に
か
か
る
自 

己
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「集
団
検
診
」
時
の
各
種
希
望
検 

診
に
か
か
る
自
己
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
 

多
く
の
住
民
が
各
種
健
診
を
気
軽
に
受
診 

で
き
る
よ
う
受
診
率
向
上
に
向
け
勧
奨
し

て
ま
い
り
ま
す
。

運
®
指
導
士
に
よ
る
各
種
運
®
教
室
を 

開
催
し
積
極
的
な
健
康
増
進
と
、

予

防

■ 

健
康
管
理
デ
—
夕
を
分
析
し
、
健
康
寿
命 

の
延
伸
と
医
療
費
の
適
正
化
に
も
努
め
て 

ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

母 

性
並
び
に
乳
幼
児
の
健
康
保
持
増
進
を
図 

る

た

め

「妊
婦
健
康
診
査
」
「乳
幼
児
健
康 

診
査
」
「歯
科
検
診
」
等
の
各
種
健
診
に
つ 

き
ま
し
て
も
引
き
続
き
推
進
し
て
ま

い

り
 

ま
す
。

前

年

度

か

ら

実

施

し

て

お

り

ま

す

「嘱 

託
助
産
師
」

を
雇
用
し
、
妊
娠
か
ら
産
後
、
 

赤
ち
や
ん
の
発
育
、
発
達
ま
で
の
一
貫
し 

た
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出 

来
る
よ
ぅ
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま 

す
。乳

児
に
対
し
て
は
、
各
種
教
室
や
心
理 

士
に
よ
る
発
達
相
談
を
行
い
、
発
達
に
応 

じ
た
支
援
を
行
つ
て
ま
い
り
ま
す
。

予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ 

れ
ま
で
ど
お
り
接
種
率
の
向
上
を
図
り
町 

民
の
感
染
症
予
防
対
策
に
努
め
て
ま
い
り 

ま
す
。

| 

5
■

夢

と

未

来

を

拓

く

心

豊

か

な| 

ま
ち
づ
く 
y

〇

教

育

•
文
化
の
充
実

本
町
の
教
育
は
、

「
国
際
化
、
情
報
化
、
 

生
涯
学
習
化
社
会
に
対
応
で
き
る
創
造
性 

と
個
性
を
持
ち
、
自
ら
考
え
学
び
行
動
す 

る
、

心

豊

か

な

幼

児

■
児

童

■
生
徒
を
育 

成

す
る

。
」

「自
然
文
化
を
愛
し
、
本
町
の 

伝
統
を
重
ん
じ
、
郷
土
の
文
化
を
誇
り
に 

も
て
る
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
町
民
を
育 

成
す
る
。
」
と
い
う
基
本
目
標
が
あ
り
、
そ 

れ
を
達
成
す
る
た
め
、

関

係

機

関

■
団
体 

等
と
の
連
携
と
町
民
の
理
解
と
協
力
の
も 

と
に
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
、

芸

術

■
文
化
、

ス
ポ
—
ツ
等
の
振
興
が
図 

ら
れ
る
よ
う
、
数
多
く
の
施
策
を
展
開
し 

て
ま
い
り
ま
す
。

〇
学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児

童

■
生
徒 

が
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
育
み
、
基

礎

的

■
基 

本
的
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
や
思
考
力
、
 

判
断
力
、
表
現
力
等
の
能
力
を
身
に
付
け 

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

先
ず
、
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

平
成 

27
年

度

の

全

国

学

力

■
学
習
状
況
調
査
の 

結
果
か
ら
、
本
町
の
各

学

校

の

効

果

的

.
 

継
続
的
な
取
組
に
よ
り
、
小
学
校
に
お
い 

て
は
平
成
26

年
度
の
結
果
よ
り
さ
ら
に
改 

善
し
、
中
学
校
に
お
い
て
も
全
国
と
の
差 

を
着
実
に
縮
め
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
、

児

童

生

徒I

人 

一
人
の
学
習
の
定
着
状
況
を
踏
ま
え
、
学 

習
意
欲
を
更
に
高
め
る
取
組
を
全
学
校
■
 

全
学
年
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
全
教
科 

で
全
国
と
の
差
を
大
幅
に
縮
め
ら
れ
る

よ
 

ぅ
全
校
体
制
で
組
織
的
な
取
組
を
実
施
し 

ま
す
。

ま
た
、
沖

縄

県

学

力

向

上

主

要

施

策 

「夢

.
に
ぬ
ふ
ぁ
星
プ
ラ
ン
皿
」

(平
成

24 

〜
28

年
度
)

に
基
づ
い
た
県
の
取
組
み
目 

標
と
連
鎖
し
、
教
育
課
題
を
明
確
に
し
た 

学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
沖
縄
県
教
育
庁
や
島
尻
教
育 

事

務

所

に

よ

る

「学
校
支
援
訪
問
」

を
実 

施
し
、
学
校
の
主
体
性
を
尊
重
し
た
具
体 

的
で
実
効
性
の
あ

る

支
援
を
行
い
、

課
題 

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応 

じ
た
指
導
が
実
践
で
き
る
少
人
数
学
級
の 

導
入
や
習
熟
度
に
応
じ
た
指
導
を
図
る
た 

め
、
小
中
学
校
へ
の
学
習
支
援
員
を
配
置 

す
る
と
と
も
に
、

長
期
休
業
期
間
や
土
曜 

日
を
利
用
し
た
切
磋
琢
磨
パ
ワ
—
ア
ッ
プ

事

業

(学
習
塾
)
等
に
つ
い
て
も
引
き
続 

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
す 

ベ
く
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る
よ 

り
効
果
的
な
授
業
を
構
築
す
る
た
め
に
電 

子
黒
板
の
効
果
的
活
用
と
、
専
門
員
を
招 

い
て
の
電
子
機
器
の
活
用
技
能
の
向
上
講 

習
会
や
コ
ン
ピ
ユ
—
タ
指
導
員
に
よ
る
情 

報
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、

国
際
社
会
の
グ
ロ 
—
バ
ル
化
に 

対
応
し
、
国
際
性
や
専
門
性
に
富
む
人
材 

の
育
成
を
図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手 

を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
や
国
際
理
解
教 

育
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特 

別
支
援
員
を
配
置
し
、

一
人
一
人
に
あ
つ 

た
学
習
定
着
状
況
に
基
づ
い
た
き
め
細
か 

な
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
等
に
つ
い
て
は
、
 

教
育
相
談
員
、

心
の
教
室
相
談
員
、
教
育 

相
談
コ
|
デ
ィ
ネ
—
夕
—
を
配
置
し
、
関 

係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
不
登
校
等
へ
の
対 

応

や

家

庭

■
学
校
が
抱
え
る
問
題
等
の
解 

決
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
昨

今

課

題

と

な

つ

て

い

る

「
い 

じ
め
」
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把 

握
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で 

す
。

そ
の
た
め
、
学

校

■
家

庭

■
地
域
が 

連

携

■
協

力

し

て

I

丸

と

な

つ

て

「
い
じ 

め

」

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の 

生
命
を
守
る
た
め
、

「
い
じ
め
防
止
推
進 

法
」

に

基

づ

く

「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡 

協
議
会
」
や

「
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
」 

を
活
用
し
て
、

い
じ
め
問
題
等
の
解
決
を 

図
つ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、

ス
ク
—
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
—
や
ス 

ク
ー
ル
ソ
—
シ
ヤ
ル
ワ
ー
力
ー
を
活
用
し
、
 

子
ど
も
の
悩
み
を
相
談
で
き

る

体
制
の
充 

実
を
図
り
ま
す
。

家

庭

■
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
形
成
す
る
た
め
の 

「
早

寝

■
早

起

き

■
朝
ご
は
ん
」

の
徹
底 

を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
学
習
の
充
実
や 

「家

(や
—
)
な
れ
—
運
動
」
「G

o

家
運 

_
」

の
推
進
、

フ
ァ
ミ
リ
—
読
書
等
の
定 

着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
島
尻
地
域
の
自
主
的
取
組
で 

あ

る

「大
人
版
G

o

家
運
動
」

(夜

9
時
ま 

で

に

は

家

族

揃

っ

て

家

に

帰

り

ま

し

ょ 

う
)

も
積
極
的
に
奨
励
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
複
雑 

多
様
化
に
対
処
す
る
た
め
、
生
涯
学
習
文 

化
課
と
の
連
携
に
よ
る
学
校
支
援
地
域
本 

部
の
活
動
を
充
実
さ
せ
、
諸
教
育
活
動
等 

へ
の
更
な
る
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
と 

考
え
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形 

成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ 

と
に
鑑
み
、
幼
児
一
人
一
人
の
実
態
を
把 

握
し
、

心
身
の
発
達
に
必
要
な
多
く
の
経 

験
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
遊
び
を
と
お
し
た 

総
合
的
な
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
る
良
好 

な
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

教
育
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
 

新
城
小
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
に
向
け
て
、
 

新
城
小
学
校
建
設
策
定
委
員
会
を
設
置
す 

る

と

と
も
に
、
校
舎
棟
、
水
泳
プ
—
ル
の 

基

本

■
実
施
設
計
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
具
志
頭
中
学
校
校 

舎
空
調
整
備
事
業
に
よ
る
ク
—
ラ
—
の
設 

置
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度 

か
ら
引
き
続
き
琉
球
大
学
や
東
京
大
学
の 

協

力

に

よ

り

実

施

し

て

い

る

「食
育
ス
タ 

デ
ィ
」

が
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
 

本
町
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
栄
養
調
査
の 

総
括
を
行
い
、

町

内

各

地

域

■
団
体
で
の 

食
育
活
動
に
活
用
で
き
る
よ
う
普
及
啓
発 

に
努
め
ま
す
。

次
に
教
育
委
員
会
の
大
き
な
課
題
で
あ 

り

ま

す

幼

稚

園

■
小

■
中
学
校
の
通
学
区
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域
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら 

学
校
説
明
会
、
地
域
説
明
会
を
開
催
し
、
 

早
期
の
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
社
会
教
育
と
文
化
事
業
の
推
進

本
町
の
社
会
教
育
の
基
本
方
針
は
、
「
心 

身
と
も
に
健
康
で
調
和
の
と
れ
た
町
民
像 

を
目
指
し
、
学
校
教
育
及
び
家
庭
教
育
と 

の

連

携

■
調
和
を
図
り
な
が
ら
生
涯
教
育 

の
観
点
に
立
っ
て
行
政
を
進
め
る
。
」
と
い 

う
こ
と
で
す
。

近
年
、
情
報
化
社
会
、

国
際
化
社
会
と 

い
わ
れ
る
よ
う
に
急
激
に
社
会
情
勢
が
変 

化
し
、
多
様
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
う 

い
う
激
変
す
る
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る 

た
め
に
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
 

生

涯

を

通

し

て

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
 

だ
れ
で
も
」
学
習
で
き
る
機
会
を
数
多
く 

提
供
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
連
帯 

感
の
釀
成
を
図
る
と
と
も
に
、
個
々
人
の 

個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
が 

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、

公
民
館
事
業
と
し
て
住
民 

か
ら
の
ニ
—
ズ

の

高

い

講

座

■
教
室
を
開 

設
す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
サ
—
ク
ル
活 

SJ

の
活
性
化
を
推
進
し
、

日
常
生
活
に
潤 

い

や

生

き

が

い

を

見

つ

け

「
住
み
よ
い
心 

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

」

の

I

端
を
担
う
こ 

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
明
日
の
担
い
手
と
な
る 

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。特

に
、
学
校
週
5
日
制
に
な
り
、
家

庭

.
 

地
域
で
の
子
ど
も
達
の
日
常
生
活
や
日

 々

の
活
動
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

子
ど
も
会
活
動
の
充
実
発
展
や
青
少
年
健 

全
育
成
協
議
会
の
組
織
並
び
に
事
業
の
充 

実
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な

か

で

も

、

中
学
校
卒
業
後
の
青
少
年 

の
居
場
所
づ
く
り
、
就
労
支
援
等
に
つ
い 

て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

子
ど
も
達
が
他
府
県
等
の
子

ど
も
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、
本
町
と
は 

異
な
っ
た
文
化
や
慣
習
に
触
れ
た
り
、
全 

く
違
ぅ
自
然
環
境
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ 

る
見
聞
を
広
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ 

と
か
ら
、
引
き
続
き
少
年
少
女
人
材
育
成 

交
流
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、

平
成

24
年
度
よ
り
実
施
し
て
い 

ま

す

「
八

重

瀬

町

青

少

年

国

際

(ハ
ワ
イ
)
 

交
流
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、

八
ワ
イ 

文
化
施
設
で
の
異
文
化
事
業
の
各
種
体
験
、
 

在
住
町
人
会
々
員
宅
で
の
ホ
—
ム
ス
テ
イ 

及
び
交
流
会
等
を
通
し
て
、

団

員

(青
少 

年
)

の
国
際
的
視
野
を
広
め
る
と
と
も
に
、
 

相
互
の
友
情
を
深
め
た
こ
と
は
、
国
際
化 

時
代
に
対
応
し
得
る
青
少
年
の
育
成
に

I 

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
て 

い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き 

続
き
本
年
度
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、

子
ど
も
達
に
最
も
重
要
な
読
書 

活
動
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
読
書
活
動
推 

進
計
画
を
策
定
し
、

子
ど
も
達
の
情
操
教 

育
や
表
現
力
、
想
像
力
の
育
成
に
努
め
て 

い

る

と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
立
図
書
室 

の
蔵
書
の
充
実
と
コ
ン
ビ
ユ
—
タ
検
索
シ 

ス
テ
厶
を
活
用
し
、

図

書

の

貸

出

■
返
却 

等
の
迅
速
化
を
図
り
、
読
書
活
動
の
推
進 

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
は
、

長
い
歴
史
の
な
か
で
創
ら 

れ
た
民
俗
文
化
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

大
切
に
保
存
す
る
と
と
も
に
歴
史
教
育
に 

活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

町
内
の
貴
重
な
埋
蔵
文
化 

財

を

保

存

■
保
護
す
る
と
と
も
に
歴
史
民 

俗
資
料
館
の
展
示
等
を
充
実
さ
せ
、

町
民 

の
歴
史
学
習
や
学
校
教
育
に
、
大
い
に
活 

用
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
貴
重
な
港
川
人
骨
化
石
が
発
見 

さ
れ
た
港
川
フ
イ
ツ
シ
ヤ
I

遺
跡
に
つ
い 

て
は
、
港
川
人
が
生
き
て
い
た
時
代
を
探 

る
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
か
ら
大 

切
に
保
存
す
べ
き
文
化
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、

早
期
に
町
文
化
財
指
定
を
行 

い
、

そ
れ
に
続
く
県
指
定
に
向
け
て
の
検 

討
も
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

港
川
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
 

用
地
買
収
が
終
了
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

遺
跡
用
地
に
お
け
る
施
設
整
備
に
向
け
て
、
 

施
設
整
備
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し 

た
。
引

き

続

き

、
施

設

整

備

の

推

進

を 

図
つ
て
ま
い
り
ま
す
。

八
重
瀬
町
に
は
、

こ
の
よ
ぅ
な
優
れ
た 

文
化
財
の
ぼ
か
、
特
徴
あ
る
自
然
環
境
が 

数
多
く
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
昨
今
、

こ 

れ

ら

の

歴

史

■
文

化

■
自
然
資
源
に
対
す 

る
町
民
の
関
心
も
高
ま
つ
て
き
て
お
り
、
 

町

内

文

化

財

め

ぐ

り

や

調

べ

学

習

等

の 

ニ
—
ズ
も
増
大
し
、

さ
ら
に
は
、

県
外
か 

ら
の
修
学
旅
行
等
の
観
光
事
業
で
の
訪
問 

者
も
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

町

主

催

の

「案
内
ガ
イ
ド
養 

成
講
座
」

で
養
成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
の
方

 々

を
文
化
財
め
ぐ
り
や
調
べ
学
習
、
修
学
旅 

行
生
徒
の
受
け
入
れ
等
に
活
用
し
て
ま
い 

り
ま
す
。

本
町
は
、

町
内
外
に
誇
れ
る
優
秀
な
人 

材
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ぅ
ち
の 

一

人

「謝
花
昇
」
が
、
生

誕
1

5
 

0

周
年 

を
迎
え
、
昨

年

10
月
に
銅
像
前
奉
納
祭
、
 

記

念

式

典

■
記
念
講
演
、
謝
花
昇
劇
上
演 

等
の
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後 

と
も
謝
花
昇
の
遺
徳
顕
彰
事
業
を
実
施
す 

る
と
と
も
に
謝
花
昇
関
連
資
料
の
調
査
.
 

研
究
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

「仲
本
稔
」
が
勤
労
の
喜
び
を
詠
っ
た 

「
汗
水
節
」

に
つ
い
て
は
、

平
成
26

年

12 

月
に
]

o

周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
、
 

そ
の
歌
に
込
め
ら
れ
た
六
つ
の
心
を
町
内 

外
に
発
信
し
、

人
づ
く
り
、

町
お
こ
し
に 

寄

与

す

る

た

め

に

「汗
水
節
の
里
」
宣
言 

を

行

ぃ

ま

し

た

。

ま
た
、
昨

年

11
月
に 

「汗
水
節
の
里
啓
発
協
議
会
」
が
発
足
し 

ま
し
た
。

町
と
し
ま
し
て
も
同
協
議
会
の

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
汗
水
節
大 

会
の
継
続
開
催
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
「
汗 

水
節
の
心
」

を
町
内
外
に
広
く
啓
発
し
て 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

氏
が 

残
し
た
貴
重
な
資
料
等
を
調
査
■
整
理
し
、
 

町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
す
る
な
ど
広 

く
周
知
を
図
つ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
史
編
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨 

年
度
、
時
代
に
合
っ
た
町
史
編
纂
を
め
ざ 

す
た
め
八
重
瀬
町
史
編
集
委
員
会
を
設
置 

し
、

町

か

ら

「
八
重
瀬
町
史
編
集
事
業
計 

画
」

に
つ
い
て
の
諮
問
を
行
い
、

そ
の
答 

申
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
昨

年

末

に

「戦
争
編
専
門
部
会
」 

と

「移
民
編
専
門
部
会
」
が
発
足
し
、

八 

重
瀬
町
史
編
集
作
業
が
本
格
的
に
ス
タ
— 

卜
し
ま
し
た
。

な

か

で

も

「戦
争
編
」

に 

つ
き
ま
し
て
は
、
戦

後
70

年
が
経
過
し
、
 

戦
争
体
験
者
が
年
々
高
齢
化
し
て
貴
重
な 

証
言
や
記
録
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か 

ら
、
編
集
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、
編
集 

作
業
を
迅
速
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
に 

根
ざ
し
た
伝
統
文
化
の
保
存
、
継
承
、
発 

展
を
目
的
に
各
地
域
に
お
い
て
伝
統
芸
能 

団

体

(保
存
会
)
が
組
織
さ
れ
活
発
に
活 

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の 

支

援

や

保

存

■
継
承
を
目
的
に
、

八
重
瀬 

町
民
俗
芸
能
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、

い 

ち
早
く
、
国

立

劇

場

お

き

な

わ

で

の

「
や 

え
せ
の
民
俗
芸
能
」

公
演
を
実
施
し
た
と 

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
伝 

統
の
文
化
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
文
化 

を
通
し
た
地
域
世
代
間
交
流
を
充
実
さ
せ
、
 

伝
統
文
化
の
後
継
者
の
育
成
に
力
を
注
い 

で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
担
っ
て
い 

る
文
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
文
化
協
会 

と

連

携

し

な

が

ら

そ

の

充

実

■
発
展
を 

図
つ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
町
内 

外
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

町
文
化
協
会
は
平
成
28
年

2

月 

に

10
周

年

記

念

式

典

.
祝
賀
会
を
開
催
し 

ま
し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
な
る
文
化
事
業 

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

町
と
し
て 

も
側
面
か
ら
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、

平
和
事
業
に
つ
い
て
で
す
。
本 

町
も
太
平
洋
戦
争
時
に
激
戦
地
で
あ
っ
た 

こ
と
か
ら
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り 

ま
し
た
。
今
年
も
恒
久
平
和
を
希
求
す
る 

心
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
平
和
事
業
を
継 

続

■
実
施
し
、

町

民

と

と

も

に

「
平
和
で 

文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り

」

を
推
進
し 

て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
社
会
教
育
と
生
涯
学
習
推
進
の 

拠
点
施
設
と
な
る
町
中
央
公
民
館
は
、
築 

38

年
が
経
過
し
コ
ン
ク
リ
—
卜
の
剥
離
落 

下
な
ど
老
朽
化
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
 

町
中
央
公
民
館
は
公
民
館
講
座
■
サ
—
ク 

ル
活
動
な
ど
利
用
度
の
高
い
施
設
で
あ
り
、
 

ま
た
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
の
避 

難
場
所
と
し
て
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と 

か
ら
早
急
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま 

す
。

そ
の
た
め
、
施
設
整
備
計
画
を
策
定 

し
、

早
期
の
改
築
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま 

す
。

〇

ス

ポ

ー

ツ

■
レ
ク
リ
エ
—
シ
ョ
ン
の
推
進

町
民
の
心
身
両
面
の
健
康
保
持
増
進
を 

図
る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
 

町

民

が

身

近

な

地

域

に

お

い

て

ス

ポ

— 

ツ

■
レ
ク

リ

エ

ー

シ
ヨ

ン

に

気
軽
に
親
し 

み
、
体
力
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
は
勿
論 

の
こ
と
、
仲

間

と

の

交

流

を

通

し

て

の 

「
心
の
健
康
」

を
増
進
さ
せ
る
こ
と
も
大 

切
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
、

「
八
重
瀬
町
ス 

ポ

—
ツ
推
進
計
画
」

を
作
成
し
、

ス
ポ
— 

ツ
の
振
興
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
 

本

年

度

か

ら

「社
会
体
育
課
」

の
名
称
を 

「
ス
ポ
—
ツ
振
興
課
」

に
改
め
ま
す
。

特
に
、

「
八

重

瀬

町

ス

ポ

—

ツ
推
進
計
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画
」
は
、
ス

ポ

|

ツ

基

本

法

第

10
条

に

「
都 

道

府

県

及

び

市

町

村

の

教

育

委

員

会

は

、
 

文

科

省

策

定

の

ス

ポ

—

ツ

基

本

計

画

を

参 

酌

し

、

そ

の

地

方

の

実

情

に

即

し

た

ス
 

ポ
I

ツ

推

進

に

関

す

る

計

画

を

定

め

る

よ 

ぅ

努

め

る

も

の

と

す

る

。
」
と
定
め
ら
れ
て 

い

る

こ

と

か

ら

、

本

町

の

ス

ポ

—

ツ
推
進 

に

関

す

る

計

画

、

そ

の

他

の

ス

ポ

—

ツ
推 

進

に

関

す

る

重

要

事

項

な

ど

を

「
沖
縄

県 

ス

ポ

—

ツ

推

進

計

画

」
「第

一

次

八

重

瀬

町 

総

合

計

画

」

と

の

整

合

性

を

図

り

な

が

ら 

「
ス

ポ
I

ツ

を

と

お

し

て

夢

と

未

来

を

拓 

く

心

豊

か

な

ま

ち

づ

く

り

」

の

基

本
方
針 

を

策

定

し

て

ま

い

り

ま

す

。

ま
た
、

本

年

度

も

主

要

事

業

の

各

種

ス 

ポ

—

ツ

大

会

の

継

続

実

施

を

は

じ

め

、

各 

種

ス

ポ

—

ツ

教

室

、

健

康

■
体

力

づ

く

り 

教

室

を

実

施

す

る

と

と

も

に

、

い

つ

で

も

、
 

ど

こ

で

も

、

だ

れ

も

が

楽

し

め

る

生

涯

ス 

ポ

—

ツ

を

推

進

し

、

住

民

自

ら

が

率

先

し 

た

健

康

で

豊

か

な

活

力
あ

る

生

涯

ス

ポ

— 

ツ

社

会

を

目

指

し

ま

す

。

特

に

、

昨

年

度

実

施

し

ま

し

た

「夢

■
 

未
来
」

ス

ポ

—

ツ

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

事

業

は

、
 

子

ど

も

達

を

対

象

に

ト

ッ

プ

ア

ス

リ

ー

卜 

を

講

師

と

し

た

ス

ク

—

ル

を

開

催

し

、

高 

い

レ

ベ

ル

の

技

術

に

直

接

触

れ

る

こ

と

や 

見

る

こ

と

に

よ

り

「夢

.
未

来

」

を
描
か 

せ
、

八

重

瀬

町

の

明

日

を

担

ぅ

人

材

の

育 

成

に

寄

与

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

ま
た
、

指

導

者

の

資

質

向

上

を

図

る

専 

門

的

な

研

修

会

■
講

習

会

の

開

催

は

、

高 

い

評

価

を

受

け

た

と

こ

ろ

で

あ

り

、

本
年 

度

も

「
子

ど

も

た

ち

に

夢

と

希

望

を

」

を 

ス

ロ

—

ガ

ン

の

も

と

継

続

し

た

事

業

を

実 

施

し

て

ま

い

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

町

内

の

児

童

生

徒

が

県

外

へ 

の

ス

ポ

—

ツ

大

会

へ

参

加

す

る

際

に

必

要 

な

派

遣

費

を

助

成

し

、

競

技

ス

ポ

—

ツ
へ 

の

意

識

啓

発

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

現
在
、

体

育

施

設

の

利

用

に

つ

い

て

は

、

体

育

施

設

予

約

シ

ス

テ

ム

を

導

入

し

、

空 

き

状

況

の

確

認

や

ネ

ッ

ト

予

約

も

可

能

に 

な
り
、

利

用

者

の

利

便

性

の

向

上

、

施
設 

の

活

性

化

を

図

つ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り 

ま
す
。

し

か

し

、

卜

レ

—

ニ
ン
グ
施
設
の 

利

用

者

が

急

激

に

増

加

す

る

な

ど

対

策

が 

急

務

で

あ

る

た

め

、

今

年

度

は

、

体

育
施 

設

利

用

券

売

機

を

導

入

し

て

利

用

者

の

更 

な

る

利

便

性

の

向

上

と

施

設

の

よ

り

有

効 

的

な

活

用

を

図

つ

て

い

き

ま

す

。

ま
た
、

施

設

整

備

に

つ

い

て

は

運

動

公 

園

施

設

整

備

事

業

を

継

続

し

て

実

施

し

て 

ま

い

り

ま

す

。

特

に

、

プ

ロ

チ

ー

厶

や

大

学

等

の

キ

ャ 

ン

プ

で

利

用

さ

れ

て

い

る

サ

ツ

力

—

場
や 

野

球

場

、

ソ

フ

ト

ボ

—

ル

場

等

の

施

設

整 

備

の

充

実

を

図

り

、

八

ィ

レ

ベ

ル

な

練

習 

環

境

を

整

え

て

、

さ

ら

な

る

ス

ポ

—

ツ 

ツ

—
リ

ズ

ム

の

振

興

に

努

め

ま

す

。

町

体

育

協

会

に

つ

き

ま

し

て

は

、

夏
季 

大

会

や

陸

上

競

技

の

秋

季

大

会

の

参

加

者 

が

年

々

減

少

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

今

後

は

、
 

組

織

の

充

実

を

図

り

な

が

ら

多

く

の

町

民 

が

参

加

し

や

す

い

体

制

づ

く

り

と

大

会

を 

通

し

た

健

康

■
体

力

づ

く

り

を

推

進

す

る 

と

と

も

に

、

各

種

ス

ポ

—

ツ

■
レ
ク
サ
ー 

ク

ル

等

と

連

携

し

て

の

ス

ポ

—

ツ

■
レ
ク 

リ

H
—

シ

ョ

ン

大

会

等

を

開

催

し

、

町
民 

相

互

の

交

流

に

よ

る

「
ふ

れ

あ

い

の

ま

ち 

づ
く

り

」

を

目

指

し

ま

す

。

ま
た
、

第

68
回

沖

縄

県

民

体

育

大

会

が 

南

部

地

区

で

の

開

催

と

な

り

、

本

町

に

お 

い

て

も

総

合

開

会

式

や

種

目

競

技

が

行

わ 

れ

る

こ

と

か

ら

、

県

民

体

育

大

会

の

成

功 

に

向

け

関

係

機

関

と

連

携

を

図

る

と

と

も 

に

本

町

の

魅

力

を

十

分

に

ピ

—

ア
ー
ル
し 

て

ま

い

り

ま

す

。

| 

6
■

協

働

の

心

で

つ

く

る

町

民

が| 

主
役
の
ま
ち
づ
く
り

繼

馨

づ

<

リ

の

W

 

g

共
！！

参

画

社

会

の

形

成

協

働

の

ま

ち

づ

く

り

は

、

主

体

は

町

民 

で

あ
り
、

町

民

が

主

役

の

協

働

の

ま

ち

づ 

く

り

を

推

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。

総

合 

開

発

蕃

議

会

、

観

光

ま

ち

づ

く

り

委

員

会 

等

は

公

募

に

よ

る

委

員

を

登

用

し

て

お

り

、
 

総

合

戦

略

の

策

定

に

お

い

て

は

産

■
官

-
 

学 

■
金 

■
労 

■
言

の

あ

ら

ゆ

る

分

野

の

関 

係

者

が

参

画

し

て

い

ま

す

。

今

後

と

も

各 

種

委

員

に

つ

い

て

は

外

部

委

員

や

公

募

に 

よ

り

広

く

募

集

す

る

と

と

も

に

、

女
性

委 

員

に

つ

い

て

も

積

極

的

に

登

用

し

、

各

種 

委

員

会

等

の

蕃

議

状

況

に

つ

い

て

も

積

極 

的

に

公

表

に

努

め

、

協

働

の

ま

ち

づ

く

り 

を

推

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。

男

女

共

同

参

画

社

会

の

形

成

は

、

性
別 

等

に

か

か

わ

り

な

く

す

ベ

て

の

人

が

互

い 

に

そ

の

人

権

を

尊

重

し

、

自

分

の

意

志

で 

あ

ら

ゆ

る

活

動

に

参

画

で
き

る

よ

ぅ

機
会 

の

確

保

が

必

要

で

あ

り

、

講

演

会

の

開

催

、
 

ポ

ス

タ

—

の
掲
示
、

広

報

紙

を

活

用

し

、
 

意

識

の

啓

発

を

図

り

男

女

協

働

参

画

社

会 

の

形

成

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

| 

7
■

情

報

の

共

有

に

よ

る

開

か

れ| 

た
ま
ち
づ
く
y

〇

住

民

サ

—

ビ

ス

の

強

化

近

年

、

人

々

の

通

勤

■
通

学

圏

域

が

拡 

大

し

、

人

の

動

き

が

広

域

化

し

て

い

る

現 

状

か

ら

、

行

政

区

域

を

越

え

た

住

民

サ

— 

ビ

ス

の

必

要

性

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。 

住

民

登

録

地

、

あ

る

い

は

本

籍

地

の

あ

る 

役

場

に

開

庁

時

間

帯

に

い

く

こ

と

が

で

き 

な

い

住

民

の

方

が

、

勤

務

地

、

通
学
地
の 

役

場

(役

所

)

で

住

民

票

や

戸

籍

の

証

明 

書

の

交

付

を

受

け

る

こ

と

の

で

き

る

「自 

治

体

間

に

お

け

る

広

域

行

政

窓

ロ

サ

—
ビ 

ス
事
業
」

を

平

成

23
年

7
月

か

ら

本

島

南 

部

2
市

3

町

に

お

い

て

実

施

し

て

い

ま

す

。

本

年

度

は

、

住

民

サ

|

ビ

ス

の

利

便

注

向

上

と

し

て

時

間

外

や

休

日

で

も

利

用

で 

き

る

証

明

書

自

動

交

付

機

を

東

風

平

本

庁 

舎

に

導

入

い

た

し

ま

す

。

更

に

は

、

10
月 

か

ら

順

次

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

ー

に 

お

い

て

も

証

明

書

等

の

交

付

が

受

け

ら

れ 

る

シ

ス

テ

ム

を

追

加

導

入

し

、

庁

舎

外

の 

証

明

書

交

付

サ

—
ビ

ス

を

拡

充

し

て

い

く 

予

定

で

お

り

ま

す

。

コ

ン

ビ

ニ

交

付

シ

ス

テ

ム

導

入

後

は

、
 

サ

—

ビ

ス

が

提

供

さ

れ

る

全

国

の

コ

ン

ビ 

ニ

で

証

明

書

等

が

取

得

で

き

る

よ

ぅ

に

な 

り
、

住

民

の

利

便

性

が

増

し

て

い

く

こ

と 

に

な

り

ま

す

。

〇

住
民
情
報
の
共
有

行

政

の

情

報

を

幅

広

く

住

民

へ

提

供

し 

共

有

す
る

こ

と

で

「情

報

の

共

有

に
よ

る
 

開

か

れ

た

ま

ち

づ

く

り

」

住

民

参

加

型

の 

ま

ち

づ

く

り

を

推

進

し

て

い

き

ま

す

。 

住

民

情

報

に

つ

い

て

は

、

町

広

報

や

ホ

— 

厶

ぺ

—
ジ

を

通

し

て

幅

広

い

利

用

者

層

に 

向

け

て

情

報

を

発

信

し

、

行

政

と

住

民

の 

双

方

向

で

共

有

で
き

る

よ

ぅ

に

し

ま
す
。

ま
た
、

外

国

人

に

対

し

て

も

多

言

語

化 

す

る

こ

と

で

、

利

用

者

の

多

様

性

に

も

対 

応

し

て

ま

い

り

ま

す

。

| 

8
■
健

全

な

行

財

政

基

盤

を

確

立| 

す
る
ま
ち
づ
く
り

〇

自

主

財

源

徴

収

の

強

化

町

の

安

定

的

な

財

政

運

営

を

図

る

た

め 

に
は
、

町

税

等

自

主

財

源

の

確

保

が

重

要 

で

あ

り

ま

す

。

未

申

告

者

に

対

す

る

申

告 

勧

奨

や

実

態

調

査

等

を

行

ぅ

と

と

も

に

那 

覇

税

務

署

、

県

税

事

務

所

及

び

関

係

機

関 

と

連

携

し

、

課

税

客

体

の

的

確

な

把

握

に 

努

め

ま

す

。

ま
た
、

町

税

等

滞

納

者

対

策 

と

し

て

自

主

納

付

を

基

本

と

し

て

、

職

員 

及

び

徴

収

嘱

託

員

に

よ

る

電

話

催

告

、

臨 

戸

訪

問

と

「
自

主

財

源

等

徴

収

対

策

本

部 

(町

三

役

及

び

全

課

長

職

)
」
に

よ

る
滞
納

者

宅

へ

の

夜

間

訪

問

を

計

画

的

に

取

り

組 

ん

で

ま

い

り

ま

す

。

滞

納

整

理

は

、

納

税

意

識

の

希

薄

な

滞 

納

者

に

対

し

て

は

、

税

負

担

の

公

平

■
公 

正

を

期

す

る

た

め

法

的

措

置

を

講

じ

て

ま 

い

り

ま

す

。

前

述

し

ま

し

た

が

、

納

税

者

の

利

便

向 

上

と

収

納

確

保

に

向

け

、

町

民

税

■
固
定 

資

産

税

■
軽

自

動

車

税

等

の

コ

ン

ビ

ニ

収 

納

を

推

進

し

収

納

率

向

上

に

取

り

組

ん

で 

ま

い

り

ま

す

。

〇

効

率

的

な

行

財

政

運

営

町

の

財

政

運

営

の

指

針

で

あ

る

「
中
長 

期

財

政

計

画

」

に

基

づ

き

事

業

を

推

進

す 

る

こ

と

と

し

、

厳

し

い

財

政

状

況

を

踏

ま 

え
、

無

駄

を

排

除

し

、

創

意

工

夫

に

よ

り 

最

大

の

行

政

効

果

が

得

ら

れ

る

よ

ぅ

財

政 

の

健

全

化

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。

ま
た
、

沖

縄

振

興

特

別

推

進

交

付

金

に 

お

い

て

は

、

自

主

性

■
自

立

性

を

発

揮

し

、
 

町

の

振

興

に

資

す

る

事

業

で

福

祉

の

向

上 

に

つ

な

が

る

効

果

的

な

諸

施

策

を

優

先

的 

に

実

施

し

て

ま

い

り

ま

す

。

職

員

数

に

つ

き

ま

し

て

は

、

平

成

27
年 

8

月

に

見

直

し

た

定

員

管

理

計

画

に

基

づ 

き

類

似

団

体

の

状

況

を

勘

案

し

、

計

画
的 

に

採

用

し

て

ま

い

り

ま

す

。

ま
た
、

平
成 

28

年

4
月

よ

り

人

事

評

価

制

度

を

導

入

し

、
 

事

務

事

業

の

効

率

化

、

適

正

な

人

事

配

置 

な

ど

に

努

め

る

と

共

に

職

員

人

材

育

成

基 

本

方

針

に

基

づ

き

職

員

の

政

策

形

勢

能

力 

や

資

質

の

向

上

を

目

的

と

し

た

研

修

を

実 

施

し

、

行

政

コ

ス

卜

の

削

減

と

合

わ

せ

住 

民

福

祉

の

向

上

を

図

つ

て

ま

い

り

ま

す

。

本

町

は

、

平

成
28

年

度

も

多

く

の

各

種 

事

業

を

計

画

し

て

お

り

、

「
予

算

編

成

方 

針
」

に

基

づ

き

推

進

し

て

ま

い

り

た

い

と 

思

い

ま

す

。

本

年

度

も

議

員

各

位

、

町
民
の
皆
様
の 

ご

支

援

■
ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す
。



お 問 合 せ ：八 重 瀬 町 保 健 セ ン タ 一  

S 9  9 8 - 1  1 4 9 ( 担 当 ：高良)

目
標
〜
3
ヶ
月
で
3
キ
ロ
減
を
目
指
し
ま
す
！

こ
の
教
室
で
は
、

安

全

に

、

楽
し
く
効
果
的
に 

筋

力

強

化

運

動

(筋

ト

レ

)
や

か

ん

た
ん
有
酸
素 

運

動

(
ソ
フ
ト

エ

ア

ロ

ビ

ッ

ク

)

を
実
践
し
て
い 

き

ま

す

。
生

活

のI

部

と

し

て

運

動

習

慣

を

取

り 

入

れ

る

こ

と

で

、

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

全

体

を

見

直

し

、

生
活 

習

慣

を

改

善

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

男

女

問

わ
ず
に
ど
な 

た

で

も

参

加

で

き

ま

す

。
お

気

軽

に

ご

参

加

下

さ

い

。

曜
寺日

日間程

毎
週
金
曜
日 

4

寺

〜

15
寺

5

分

平

成

28
年

5

月

13
日

(
金

)

〜

7

月

29
日

(
金

) 

(

5

\

13
、

5

\

20
、

5

\

27
、

6

\

3

、

6

\

10
、

6

\

17
、

7

\

1

、

7

\

8

、

7

\

15
、

7

\

29
全

10
回

)

八
重
瀬
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

医

師

に

運

動

を

禁

止

さ

れ

て

い

な

い

方

、

町
内 

在
住
の
成
人
男
女 

20
名

程

度
 

無
料

講

座

.
教

室

の
ヶ
ガ
、
事
故
に
つ

い

て

は

、
主
催 

者

側

は

応

急

手

当

の

み

行

い

、

|

切
の
責
任
を 

負

い

ま

せ

ん

。
自

己

責

任

に

お

い

て

参

加

が

可 

能

な

方

。

八
重
瀬
町
運
動
指
導
士
高
良
康
雄 

準

備

す

る

も

の

：動
き
や

す

い

服

装

、
運

動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲 

み
物
等

申

込

期

間

：
4

月

18
日

(
月

)

〜

5

月
10
日

(
火

)

迄

。

尚

、
途

中

参

加

不

可

。

場 

所 

参
加
対
象

定 

員 

参

加

料 

参
加
条
件

指

導

戈

V

V

▼

♦

• V

V

V

-

-
.
:
ィ
 

>勃

1

参

•
•

平
成
28

年

度

八

重

瀨

町

保

健

セ

ン

タ

ー

健

康

運

動

教

室

:

運
動
を
通
^

^

へ
ル
々
—
ラ

イ

フ

(健
康
的
な
生
活
習
慣
)
や 

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

ラ

イ

フ

(健
康
づ

く

リ

•
運
動
の
習
慣
化
)
を 

習
得
し
ま

す

！

健

康

の

維

持

•
向
上
の
為
、
こ
の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
ぅ
。 

更
に
、
栄
養
講
話
を
2
回
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。
栄

養

(食

べ

る

こ

と

了 

運

動

(動
い
て
活
動
す
る
こ
と
7

休

養

(睡
眠
な
ど
で
ゆ
つ
く
リ
休
む
こ
と
.)
 

は
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
安
全
に
、
楽
し
く
効
果
的
な
筋
力
強
化
運
動
(筋
卜
レ
) 

や
か
ん
た
ん
有
酸
素
運
動
9

フ
卜
エ
ア

ロ

ビ

ッ

ク

)
、

ス

ト

レ

ッ

チ

、 

ウ

オ

ー

キ

ン

グ

、

ロ

コ

モ改
善
運
動
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ヨ

ン

等
を
実
践
し
て 

い
き
ま
す
。
生

活

のI

部
と
し
て
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

ラ
イ 

フ
ス
タ
イ
ル
全
体
を
見
直
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

男
女
問
わ
ず
に
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

毎
週
水
曜
日 

10
時

〜
11
時

15
分

平

成
28
年

5

月

11
日

(
水

)
〜

7

月

6

日

(
水

)

(

5

\11
、

5

\18
、
5

\25
、
6

\

1

、
6

\
15
、
6

\22 

6

\
29
、
7

\

6
 

全 
8 
回
)

主
に
八
重
瀬
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

(
2
回
程
東
風
平
体
育
館

と

運

動

公

園

使

用

)

医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
方
、

町
内
在
住
の
成
人
男
女

; t:

場 

所

参
加
対
象

定 

員 

参

加

料 

参
加
条
件

20
名

程

度

無
料

講

座

.
教

室

の

ヶ

ガ

、
事

故

に

つ

い

て

は

、
主
催 

者
側
は
応
急
手
当
の
み
行
い
、

|

切
の
責
任
を
負
い 

ま

せ

ん

。
自

己

責
任
に
お
い
て
参
加
が
可
能
な
方

。 

指 

導

：
八
重
瀬
町
運
動
指
導
士
高
良
康
雄 

準

備

す

る

も

の

：動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み 

物
等

申

込

期

間

：
4

月

18
日

(
月

)

〜

5

月
10
日

(
火

)

迄

。

尚
、

途

中

参

加

不

可

。



♦，♦，♦，命，♦，♦，♦，♦，

日本経済の未来は、 あなたの調査票から。

平成28年 

6 月 1 日

全国すベ て の 事業所■企業のみなさまが対象です。 

ご理解ご協力をお願い致します。 

h ttp ://w w w .e-census2016.s ta t.go.jp /

調査の目的 •事 業 所 ■企業の経済活動の状況を明らかにします

事業所は、一定の場所を占めて物やサービスの生産活動が行われる基本的単位 

です。産業活動の母体となる全国すベての事業所を漏れなく把握して、事業所 

や企業の売上高や費用等の経理項目などの経済活動の状況を調査することによ 

り、我が国の産業構造や事業活動の実態が明らかになります。

主な調査項目 •売 上 （収入）金額や費用などの経理項目を調査

名称及び電話番号、所在地、経営組織、従業者数、主な事業の内容、売 上 （収 

入）金額、費用総額及び費用項目、電子商取引の有無及び割合など。

調 査 方 法 •調査員調査または直轄調査の2 つの方法で実施

♦調査員調査

支社等のない単独事業所、新設事業所は、調査員が訪問して調査票を直接配 

布し、インタ一ネットによる回答または記入済みの調査票を回収する方法によ 

り行います。
♦ 直 車 宝 i固 旁

支社等を有する企業及び一部の単独事業所は、国が企業の本社などに傘下の 

事業所分を含めた調査票を一括して郵送し、インタ一ネットによる回答または 

記入済みの調査票を郵送で回収する方法により行います。

調査からわかること>  •日 本 経 済 の 「いま」を明らかに！
平成 2 6年経済センサス-基礎調査の結果から、町内の産業構造をみてみると、 

卸売業•小売業が23.29%と最も高く、次いで医療、福祉 （10.63%)、建設業および、 

生活関連サ一ビス業•娯楽業（9 . 4 9 % )となっています。

お 問 合 せ 八 重 瀬 町 役 場 企 画 財 政 課 統 計 担 当 TEL 9 9 8 - 2 6 6 8

中
央
公
民
館
i

座

「ワ/

ノ
ス
卜
□
丨
ク
卜

—

ル 

ペ
イ
ン
卜
講
座
」

下
書
き
な
し
の|

筆
書
き
。
そ
れ 

が
ワ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
卜
—
ル
ペ
イ
ン 

卜
で
す
。
早

さ

•
楽
し
さ
•
美
し
さ 

が
あ
リ
、
新
し
い
技
法
と
出
会
え
る 

喜
ひ
を
実
感
で
き
ま
す
。

日

時
平
成
28
年

5

月

13
日

〜

6

月

3

日

 

14
時
〜
16
時

毎

週

金

曜

全

4
回

「マ
マ
の
方
め
の
島
野
菜
.
 

琉
球
料
理
講
座
」

ち
よ
つ
と
し
た
コ

ツ
で
島
野
菜
は 

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
美
味
し 

ぃ
琉
球
料
理
を
学
ん
で
子
や
孫
に
伝 

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
平
成
28

年
5
月
9
日
〜
6
月
6
日 

11

時
〜
13

時
毎
週
月
曜
全
5
回

両
講
座
の
詳
細
は

S
9
9
8
1
8
3
8
3

八
重
瀬
町
中
央
公
民
館
ま
で 

あ
問
合
せ
<
尤
さ1'
。

http://www.e-census2016.stat.go.jp/


:Aiに古は!!] n 霪i n o w 包括安援セゴ夕一 通僕
八重瀬町役場社会福祉課 
八重瀬町地域包括支援センター 

998-9598 998-7164

有 限 会 社 麵 幢 猫

社員募集中！多くの方のご応募お待ちしておy ます。

自社農場での人参収穫が始まリます。

募^ 集中
電話：998-3410八重瀨町字港〗11222

広 丨 告 廣 丨 集
お 店 の P R C  
ご活用ください

「広報やえせ」モノクロページ下段に有料広告 

を募集しております。

広告規格、料金 

【1号広告】縦 5 c m X 横 8.75c m 1 回掲載 7,000円 

【2 号広告】縦 5 c m X 横17.5 c m 1 回掲載17,000円

※半年一括申込の場合5 % 割引き、 1年一括申込の場合1 力月分減額 

■お問い合わせ•申し込み先

八重瀬町役場企画財政課（本庁舎） 0  9 9 8 - 2 3 4 4

年
々
増
え
る
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
…
 

薄
め
た
ペ
ン
キ
、
手
抜
き
工
事
な
 

ど
塗
装
工
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
 

も
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

な
ど
、
目
か
ら
ゥ

ロ
コ
の
情
報
を 

盛

り

込

ん

だ

小

冊

子
「失
敗
し
な 

い
塗
装
工
事
の
7
つ
の
防
衛
策
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

今
回
、
本
誌
読
者
限
定
先
着30
名 

様
に
小
冊
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
 

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
電
 

話
、
フ
ア
ツ
ク
ス
、

E 
メ
ー
ル
の 

い
ず
れ
か
で
、
住

所

•
氏

名

•
連
絡

 

先
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

小
冊
子

「失
敗
し
な
い
塗
装
工
事 

7
つ
の
防
衛
策L

プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
先

先
着
30
名
様
限
定

結

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
—
と
は
？

主

に

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
、
市
町 

村
や
介
護
、

医
療
、
福
祉
な
ど
の
関
係
機
関
と
協 

力
し
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し 

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
ぅ
、
健

康

■
生

活

■
財

産



権
利
な
ど
を
守
る
た
め
に
お
か
れ
て 
い
る
公
共
機 

関
で
す
。
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な 

い
場
合
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
来
所
、

電
話
、
 

必
要
に
応
じ
て
訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
事
業
の
お
知
ら
せ

八
重
瀬
町
で
は
'
平
成28
年

4
月
よ
り
介
護
予
 

防

■
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
(総
合
事
業
)
が

 

始
ま
り
ま
す
！

団
塊
の
世
代
の
方
が

75
歳

以
上
に
な
る
2 
0 
2 

5
年
に
向
け
て
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者 

夫
婦
の
み
世
帯
、

認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
て
い 

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ 

た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
ぅ
地
域
全
体
で 

高
齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
も
自 

ら
の
持
つ
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し
て
要
介
護
状 

態
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

そ
の
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
に 

お
い
て
、
介

護

予

防

■
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

(総
合
事
業
)
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

八
重
瀬
町 

で

は

「
ま
ち
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
」

の
仕
組
み
を 

進

め

る
た
め
に
4
月
よ
り
総
合
事
業
を
実
施
し
ま 

す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
地
域
包
括
支

援

セ

ン

タ

—
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
事
業
を
利
用
し
て
で
き
る
限
り
介
護
を
必
要

 

と
し
な
い
自
立
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
よ
う
ー
.

介

護

予

防

.
日
常
生
活
支
援
事
業

対
象
者

① 

要
支
援
1
、

2
の
認
定
を
受
け
た
方

② 

基

本

チ

H

ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
生
活
機
能
の
低 

下
が
み
ら
れ
た
方

サ
—
ビ
ス
内
容

〇

介
護
予
防
訪
問
介
護
相
当
サ
—
ビ
ス 

訪
問
介
護
員
に
よ
る
掃
除
、
洗
濯
等
利
用
者
が 

自
力
で
は
困
難
な
行
為
に
つ
い
て
自
立
の
た
め 

の
ホ
—
厶
ヘ
ル
プ
サ
—
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

〇

介
護
予
防
通
所
介
護
相
当
サ
—
ビ
ス 

通
所
介
護
施
設
に
お
い
て
、
生
活
機
能
向
上
の 

た
め
の
体
操
や
筋
力
ト
レ
—

ニ
ン
グ
を
行
い
ま 

す
。

〇

通
所
型
短
期
集
中
予
防
サ
—
ビ
ス 

通
所
介
護
施
設
に
お
い
て
、
3
ヶ

月

の

(〜
6
ヶ 

月
)

の
短
期
間
に
生
活
機
能
向
上
の
た
め
の
体 

操
や
筋
力
ト
レ
—

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

一
般
介
護
予
防
事
業

対
象
者

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
が
対
象 

〇

通
所
型
介
護
予
防
事
業

① 

運

動

器

の

機

能

向

上

プ

ロ

グ

ラ

ム

(週

2
回 

3
ヶ
月
。
施
設
利
用
)

② 

水

中

運

動

教

室

(週

2
回

3

ヶ
月
。
プ

—
ル 

施
設
利
用
)

〇

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

① 

字

と

—
て

い

語

ら

な

事

業

®

域

型

ミ1
1

デ 

イ

)

②
 

い

き

い

き

活

動

支

援

通

所

事

業

(施
設
型
ミ 

ニ
デ
イ
)

〇

そ
の
他
、
食
の
自
立
支
援
事
業
■軽
度
生
活
援
助 

事
業
等
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平成28年度の軽自動車税、固定資産税、市町村県民税の納期限および□座振替日は表のとおりです。窓口 

納付の方は納付書の指定期限、□座振替の方は毎月19日 （前日）までに□座残高の確認をお願いいたします。

税目 ：軽自動車税

納期月 納期限 □座振替日

1期 平成28年 5 月 平成28年 5 月31日 平成28年 5 月2◦日

税目 ：固定資産税

納期月 納期限 □座振替日

1期 平成28年 4 月 平成28年 5 月 2 日 平成28年 4 月2◦日

2 期 平成28年 7 月 平成28年 8 月 1 日 平成28年了月2◦日

3 期 平成28年12月 平成28年12月26日 平成28年12月2◦日

4 期 平成29年 2 月 平成29年 2 月28日 平成29年 2 月2◦日

税目 ：市町村県民税

納期月 納期限 □座振替日

1期 平成28年 6 月 平成28年 6 月3◦日 平成28年 6 月2◦日

2 期 平成28年 8 月 平成28年 8 月31日 平成28年 8 月22日

3 期 平成28年1◦月 平成28年10月31日 平成28年1◦月2◦日

4 期 平成29年 1月 平成29年 1月31日 平成29年 1月2◦日

★軽自動車税
〇 4月 1 日現在、八重瀬町を主たる定置場所とする、軽自動車■ニ 
輪の小型自動車■小型特殊自動車■原動機付自転車を持っている 
方に課税されます。

納期限までに納付されない場合は、督促状が送付さ 

れ、100円の督促手数料がかかります。又、延滞金が年 

9.1% (納期限の翌日より1月間は年2.8% (平成28年 1月 

現在）の割合で加算され、負担が増える事になります。 

さらに、督促状の指定期日を過ぎても納付がない場合 

は、財産の調査や、滞納処分を行O ことがあります。 

納期限までに納付出来ない特別な事情がある方は、町 

役場税務課までご連絡下さい。

左 記 「納期カレンダー」の町税について□座振替が 

出来ます。納 税 通 知 書 •預 （貯）金通帳、届出印を持 

参の上、町内の金融機関で申込みして下さい。町外の 

金融機関で申込みされる場合は問合わせ下さい。なお、 

町役場では、申込み出来ませんのでご注意下さい。

安心
納期限毎 

に現金を持って 
納付に行く必要 
がありません。

簡単
納税通知書■通 
帳■届出印を用 
意すれば申込み 

出来ます。

確実
自動的に口座か 
ら引き落としさ 
れるので納め忘 
れがありません。

★固定資産税
〇 1月 1 日現在、八重瀬町に土地■家屋■償却資産（事業用）を所 
有する、法人及び個人に課税されます。

★町県民税（普通徴収）
〇 1月 1 日現在、八重瀬町に住所を有する方に課税されます。

※ 口 座 振 替 さ れ て い る 方 へ ※

※一度残高不足等で振替されなかった税の再振替はできません。振替日の前日（19日）ま 

でに残高の確認をお願い致します。

※各金融機関での口座振替日は納期月の20日になっておりますが、20日が土■日■祝祭日 

になった場合は、翌日の振替になります。

※市町村県民税及び固定資産税の一括口座振替日は第1 期納期月となります。口座振替日 

に振替ができなかった場合、再振替えはできませんのでご注意下さい。また、期毎の振 

替えの場合も同様となります。納付する場合は、八重瀬町役場税務課でご相談下さい。

5 月 2 日(月曜日）

は固定資産税1 期目の納期 

限です。

また、口座振替日は4 月20 

日(水曜日)です。

前日までに残高の確認を 

お願いいたします。

納期内納付にご協力をお 

願いいたします。

〇
口 座 振 替 時 の 事 例 Q&A
質問/市町村県民税の口座振替申請をしていて、振替日までに残高も確認しているが振替されずに督促状が届いたがどうして 

か ？

答え/市町村県民税の場合、毎年課税されるとは限りません。ある一定の期間（金融機関により期間は異なります)、市町村県民 

税に関する口座振替の取引がなかった場合は、金融機関のほうで口座振替が削除されている場合があります。

質問/税金を口座振替しているが、固定資産税しか口座振替されていないのはどうしてか？

答え/お客様の申請内容を確認すると八重瀬町歳入金口座振替依頼書（役場控え）の対象種目には固定資産税欄にチヱックが付 

けられており、他の種目にはチェックがありませんでした。口座振替依頼書の対象種目を確認し、再度、現在振替をおこ 

なっている金融機関にて口座振替依頼をされるようご案内致します。

質問/口座振替で税金を納付した場合、領収書は発行されますか？

答え/振替結果通知及び領収書は発行しておりませんので、ご利用の預（貯）金通帳にてご確認ください。

さ く が わ さ と し

司 法 書 士 佐 久 川 聡

©さくがわ司法書士事務所
〒901-11 1 1 南風II町字兼城683番地12仲里ビル3-A 
南風原町役場となり O 098 -889-8831

平日:= : 0 0  
休日：土、日、祝日
※事前にご予約いただければ、 
平日18:00以降のご相談も 
受け付けております。

值 K  •任意整理、個人再生、自 ^^ 
などの手続き

級 理 •過 払 い 金 の 回 収

鲁 140万円以下の裁判代理業務、 
示 蔽 渉 、内容証明藤便の作成 

手 嫌 ®#新 状 、成年後見申立窖などの作成

j e h m 參遗 言、生前應与s遣産 
などの相続対策 

手供ぎ•相続の放棄

众 M  •会社の設立、解散、 更な 
どの登記手続き

磨春土地•建物の売買•應与•相続に 
ミ ょ 絲 義 変 更
の 置 K  •抵当権の 酿 や抹消

平成28年度各税に関する納期と口座振替のお知らせ

町

税

は

納

期

限

ま

で

に

納

付

を
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第 11回公民館まつりが3 月 5 日から二日間、八 

重瀬町中央公民館で開催されました。舞台発表では、 

ハワイアンフラなどのほか、ちぎり絵などの作品展 

示もありました。

ファミサボスキルアップ講座

花の世話呼 

} び水に地域の

. ハ ？ 'パ : 方が街頭に出

M l
. してもらおう

' ' 勢  : と 、町更生保

護女性会へ糸

 ̂ ’満地区安全な

まちづくり推進協議会よりフラワーポットの寄贈が 

ありました。

「ゆかる日まさる日ニ線の日」。 3 月 4 日、 

各時報とともに、町内ニか所で総勢200名あまりの 

かぎやで風の大合唱が行われました。今年で13回 

目の開催となる字富盛地区では、子ども達の斉唱や

舞踊など多彩な演目

【' マ ゾ . ' , i k 今 年 で 4 回

■こへ- 目となる、 J A東風

平支店のホールに集

な〇ぼの -1?
ノ ， %  古典などそれぞれの

得意分野を披露しあ 

'7-^ " r いながら三線を通し

' て交流を深めていま

した。

広報

サークル活動集大成披露

フラワ一ホツ 卜を通して

地域を見守り

町行政に寄付

字屋宜原出身の屋 

宜宣一郎さんより、

2 月2 4日町行政に金 

100万円の寄付をい 

たたさました。あり 

がとうございます。

町内で一斉にかき‘やで画

三線の日

4 0歳の記念に舀胶に寄付

東中

東風平中学校43期 卒 業 生 （昭和5 0 . 5 1 年生、代 

表 ：森田和俊さん）が、40歳を迎えた節目の年に 

母校に陸上スパイク11足を寄贈しました。渡嘉敷 

さ ん は 「学生当時、県陸上大会で男女ともに優勝 

し、その年の総合優勝を果たしたこともあり、今回 

スパイクを寄贈しました。卒業生として少しでも力 

になれれば嬉しいです」と話していました。
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町行政に寄付

北海道在住で東風 

平出身の大城辰美さ 

んより、町政一般に 

金100万円の寄付が 

ありました。ありが 

とうございます。 Hi
j

世名城ジャイアンツが優勝！

如 ） “ 蛾

去る、 1 月2 3日からの2 日間、 「第31回八重瀬 

町少年野球春季大会」が開催され、町内の少年野球 

10チームが参加し熱戦が繰り広げられました。昨 

年末に 6 年生が引退し、 5 年生以下での初の町大会 

では、地力に勝る「世名城ジャイアンツ」が見事優 

勝を飾りました。

去る、 2 月 1 4 日ま 

での3 日間、 「第124 

回南部B ブロック少年 

野球春季大会」が開催 

され、八重瀬町■南風 

原町の少年野球2 0チームが参加し熱戦が繰り広げ 

られました。 「宜次アトムズ」と 「世名城ジャイア 

ンツ」による町内同士の決勝戦は、地力に勝る世名 

城が走攻守に圧倒し優勝を果たしました。この大会 

で大活躍の「金城牡」君は、 「県大会でも優勝して 

全国大会に出場したい！」と決意を述べていました。

防災無線を活用

覚書締結
3 月 7 日、八重瀬町と 

糸満警察署で防災無線に 

関する覚書が締結されま 

した。 これは、近隣地域 

で発生した事件で町民や 

町内事業所に被害が及び 

かねない事案が発生した 

時に、防災無線を通して 

速やかに情報を提供し安全を確保する目的です。



お見積もりだけでも大歓迎

有 限 会 社 豊 見 城 鍪 備 セ ン タ 一 豊 見 城 市 豊 見 城 597(ゆたか，』痒棚く） S 8 5 0  — 3 3 1 0

国際標準規格 ISO9 0 0 1 :2008認証取得預かり金保証制度（国庫補助事業）加入会社

Since1 9 8 1

あなたのホ一ムフランナ一

f i r 南 新 物 産

不動産管理•賃貸仲介•売買仲介•有効活用相談•相続に関する相談 

不動産のことでした6 何なりとお申し付け下さい，

最寄りの各店へお問い合わせお願いします。

南風原本店•豊見城支店•那覇新都心店

爾 _支 店 〒 901-1205沖縄県南城市大里字高平9 7番2 (イオンタウン南城大里内） ナンちゃん®
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プ
ラ
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稼
働
し
ま
し
た

八
重
瀬
町
で
は
、
環
境
省
委
託
業
務
で
あ
る
「地
域
循
環 

型
バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
構
築
モ
デ
ル
事
業
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に
お
け
る
協 

議
会
に
参
加
し
、
畜

産

排

水

(主
に
乳
牛
の
尿
)
を
資
源
と 

し
て
、
地
域
で
適
正
に
利
用
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
地
下
水 

の
汚
染
を
防
止
に
対
す
る
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ 

の
事
業
に
お
い
て
現
在
、
畜
産
排
水
の
有
効
利
用
の
た
め 

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
建
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し
、
平
成
二
十
七
年
十
二 

月

よ

り

試
験
運
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を
開
始
し
て
お
り
ま
す
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バ
イ
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ガ
ス
プ
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ン
ト
で
は
、

エ
ネ
ル
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ー
源
と
な
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タ
ン
ガ
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を
回
収
し
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使
用
す
る
電
力
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給
用
発
電
機
の
他
、

八
重
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町
公
用
車
や
ボ
イ
ラ
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の
燃
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と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
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ま
た
、
消
化
液
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つ
い
て
は
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臭
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の
分
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を
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、
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と
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利
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た
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の
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行
い
、
牧
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や
サ 

ト
ウ
キ
ビ
へ
散
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が
で
き
る
よ
ぅ
に
し
て
い
ま
す
。

散
布
に
ご
理
解
•
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
ぅ
お
願
い
し
ま
す
。
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督
促
状
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さ
れ
ま
す

学
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費
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ス

テ

ム

の

整
備
が
整
い

r

八
重
瀬
町
の
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促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
」
に
基
づ
き
、
平
成
28

年 

度
分
の
督
促
状
よ
り
督
促
手
数
料
が
加
算
さ
れ
る
事
に
な 

り

ま

し

た

。

就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
る
方
も
認
定
が
決
定
さ
れ
る 

ま
で
に
発
送
さ
れ
た
督
促
状
に
は
手
数
料
が
発
生
し
就
学 

援
助
か
ら
は
支
払
い
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
認
定
の
決
定
ま 

で
は
確
実
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
よ
ぅ
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。

ま
た
、

口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も 

資
金
不
足
等
に
よ
り
振
替
が
行
わ
れ
ず
、
督
促
状
が
発
送 

さ
れ
る
と
手
数
料
が
発
生
し
、
再
振
替
時
に
手
数
料
が
加 

算
さ
れ
た
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さ

く

ら

苗

木

購

入

•
育
樹
資
金
の
寄
贈

J

A

お
き
な
わ
東
風
平
支
店
、
J

A

お
き
な
わ
具
志
頭 

支
店
よ
り
、

さ
く
ら
の
苗
木
購
入
•
育
樹
資
金
の
寄
贈
が 

あ
つ
た
。

2
月
7
日

(日
)
に
行
わ
れ
た
第
10

回
や
え
せ
さ 

く
ら
祭
り
会
場
に
て
、

r

イ
カ
ス

ミ

汁
定
食
」
と

r
マ
グ
ロ 

の
刺
身
」
の
販
売
を
行
い
、
多
く
の
来
場
者
に
ご
購
入
頂
い 

た
お
か
げ
で
、
資
金
造
成
が
で
き
た
と
の
こ
と
。
資
金
を 

寄
贈
し
た
J

A

両

支

店

長

は

「
こ
の
資
金
を
活
用
し
て
、
八 

重
瀬
公
園
に
よ
り
多
く
の
桜
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し 

た
。
 

文
卩
議
会
事
務
局
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港川•長毛•新城•後原区民の皆様方へ
八重瀬町土木建設課におきまして、集落における生活 

環境の向上と、海や川の水質保全に寄与する目的で漁業 

集落排水事業（字港川•長毛）と農業集落排水事業（字 

後原•新城）を進めてきました。処理施設及び 

管路施設が完成し、現在、下水道本管（公共ま 

す）への接続が可能になりました。詳しくは下 

記の土木建設課までお問い合せください。

お問合せ

八重瀬町役場土木建設課

TEL ： 0 9 8 - 9 9 8 - 1 1 2 3  FAX ： 0 9 8 - 9 9 8  0 7 10

こころの明談窓口
内 容 ：精神保健福祉士による電話や来所相談

対 象 ：八重瀬町にお住まぃの方

日時：毎週月曜日午前10時〜12時、午後1 時〜3 時
(月曜が休みの時は火曜日に開催なります。第 5 月曜日は 

休みです。）

場 所 ：*場所が八重瀨町社会福祉会館のみになりました。

•八重瀬町社会福祉会館1 階 相 談 室 電 話 998-8411
※相談内容についての秘密は厳守致します。

※予約などはありませんが、時間帯によっては混み合う場合がありますの 
で、事前に電話連絡をいただければ幸いです。

お問合せ八重瀬町役場社会福祉課電話9 9 8  — 9 5 9 8

一 般 財 団 法 人 沖 く ！:）U E f l 旧財団法人沖縄県総合保健協会

+ 特定健診を受診しましよラ!
特定健診を人間ドックに切り替えて受診することが出来ます。

6B - ' $ 受診する皤に必要なもの出 ■ 0 、

特 晶 診
保険証

* 特定健診を人間ドックに切り替えて受診する場合には、
健康保険（国保•社保）の種類や年齢などによって、個人負担額が異なります。 
まずは、お気軽にご相談下さい。

{お問い含s 先 e 〇 9 8 - 8 8 9 - 6 7 9 2 1 -

c 保南

f  v

南ジ 
風 i  

原フA* %r

-那 覉 へ 、ノ  

南風5 春 。 害 S 総合精神保健春丄•南部福祉 
石 油  孟 平 丄 福 祉 セ ン タ ー 霤 保 健 所  

南風原•  ^ m  \i
町 娜 ■

沖》/《ス ：〔39〕百 名 線 [41〕つきしろの町線 

東 ス ：〔30〕泡 瀬 東 線 〔37〕那 覇 新 開 線 〔3 8〕志面屋線

与那原

交差点i&oQcoodi 
大

H i

[91〕城間鎳 (南 A 原経由） 〔191〕城間鎳 (一日橋経由）

ィ〒90ト1 1 9 2 南風原町字宮平2 1 2番地ト

-翻
車 で ：那》空港から南風原町 

経由与那服向け約20分

不動産の無料査定lililMM沖 ニ 会 会 員 繼 売 却 を お 考 え の 方 を 離 下 さ い

规 ? n 進里败 します。
(辉 社でご成約の場合に限ります。）

早急に売りたい•貸したい 売却するか貸すか悩んでいる

近所に知られず売却したい我が家の価格を知りたい

ミ+柚広さや地目、瓛は問いません。
(古家付■更地■平地■田畑など）

g a どのような家でもご相談下さい。
0 £ さ、築年数、平屋造り、2階建て、店舗付など)

由 • 鹏 建 て の 何 翻 分 、搞 _ 、哩  

マン：/ぬ]など、醜 く  下さい。

東洋ハウジング
イオンタウンとよみ近く

〒901-0205豊見城市字根差部5丨̂(098)850-4722  ̂  I東洋ハウジングI _

こころの相談窓口 町民 1◦時〜 12時 * 1 3時--15時 八重瀬町社会福祉会館

こころの相談窓口 町民 1◦時〜 12時 * 1 3時--15時 八重瀬町社会福祉会館

こころの相談窓口 町民 1◦時〜 12時 * 1 3時--15時 八重瀬町社会福祉会館

@ 0 1 6 町 民 カ レ ン タ ー

4 月 2 5 月こころの相談窓口 町民 1◦時〜12時 * 1 3時〜15時八重瀬町社会福祉会館

贏

志
あ
り
が
f

八
重
瀬
町
人
材
育
成
基
金
へ

•

八
重
瀨
町
字
長
毛
3
3
1
番
地
の
名
嘉
真
文
子
様 

よ

り

(故
夫
)
名
嘉
真
知
和
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金

5
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

八
重
瀬
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

•

八
重
瀬
町
字
長
毛
3 
3
1
番
地
の
名
嘉
真
文
子
様 

よ

り

(故
夫
)
名
嘉
真
知
和
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金 

5
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

•

八
重
瀬
町
字
当
銘
1
4 
2
番
地
の
永
山
保
様
よ
り 

(故
父
)
永
山
徳
光
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金 

3
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

•

八
重
瀬
町
字
安
里
4 
7
番
地
の
安
里
尚
彦
様
よ
り 

(故
祖
母
)
安
里
つ
る
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金 

5
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

•

八
重
瀬
町
字
当
銘
1
8 
8
番

地

2
の
金
城
ア
キ
子 

様

よ

り

(故
夫
)
金
城
誠
幸
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金 

5
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

•

八
重
瀬
町
字
東
風
平
2 
2
番
地
の
神
谷
純
二
様
よ 

り

(故
母
)
神
谷
カ
メ
様
の
香
典
返
し
と

し

て
 

金 

3
万
円
の
ご
寄
付
が
あ

り

ま

し

た

。

•
南
風
原
町
字
宮
平
6 
3
1
番
地
の
有
限
会
社
大
宮 

エ
機
様
よ
り
一
般
寄
付
と
し
て 

金 

2
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

•
匿
名
様
よ
り
一
般
寄
付
と
し

て
 

金 

3
万
円
の
ご
寄
付
が
あ

り

ま

し

た

。

•

八
重
瀬
町
字
具
志
頭
3 
8 
6
番

地

2

の
伊
吉
春
子 

様

よ

り

(故
夫
)
伊
吉
幸
徳
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金 

5
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

•

八
重
瀬
町
字
東
風
平
5 
3
番
地
の
新
垣
文
子
様
よ 

り

(故
夫
)
新
垣
清
吉
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金 

3
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

•

八
重
瀬
町
字
世
名
城
1
7 
3
番
地
の
金
城
初
子
様 

よ

り

(故
夫
)
金
城
広
様
の
香
典
返
し
と
し
て 

金 

5
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

月
月
口
て

因  2016.4 広報 やえせ



霞i U S f i 制度について

この制度は、身体または精神に著しい重度の障害 

があり日常生活において常時特別の介護を要する状 

態にある方に県が手当を支給する制度です。

※手当を請求する方、または同居している配偶者及び扶養義務者の所得が一定金額以上ある場合には手当の支給が制限されます。 

※申請手続きには、必要書類がありますので事前にご連絡下さい。

お問合せ
八重瀬町役場社会福祉課障がい福祉係 

沖縄県南部福祉保健所地域福祉班

S 098-998-9598

S 098-889-6364

支 給 対 象 者

特別障害者手当月額 2 6 , 8 3 0円 障害児福祉手当月額14, 6 0 0円

2 0 歳以上の在宅の障害者で、福祉保健所長の認定 

を受けた方。

なお、以下の場合は対象となりません。

(1) 施設に入所（通所を除< ) している場合。

(2) 病院または診療所に3 ヶ月以上入院している場合。

2 0 歳未満の在宅の障害児で、福祉保健所長の認定 

を受けた方。

なお、以下の場合は対象となりません。

(1) 施設に入所（通所を除く）している場合。

(2) 政令で定める公的年金を受給している場合。

※特別児童扶養手当との併給は可能です。

’ 八重瀬町

田中菜生
八重瀬町住民瑁境課

編
集後記

新
年
度

の

ス

タ

ー

ト

と 

共
に
、
生
活
環
境
が
変 

わ
っ
た
方
も
多
い
の
で
は 

な
い
で
し
よ
ぅ
か
。
約
2 

年
間
、
広
報
や
え
せ
の
取 

材
や
編
集
に
携
わ
っ
て
き 

ま
し
た
が
、

こ
の
4

月

号 

で
、
最
後
と
な
り
ま
し 

た
。
取
材
で
お
世
話
に 

な
っ
た
方
、
手
に
取
り
読 

ん
で
下
さ
っ
た
皆
様
、

2 

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。

屋
嘉
比

昨

年

の

5

月
号
か
ら
始 

ま

つ

た

こ

の

レ

ポ

ー

卜

も

、 

今
回
が
最
終
回
と
な
リ
ま
し 

た
。

つ
た
な
い
文
室
日
な
が
ら 

読

ん

で

い

た

だ

い

た

皆

様 

に
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ 

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
職
員
交
流
と
し
て 

は
初
め
て
ー
年
を
通
し
た
派 

遣
と
な
リ
、
香
南
市
職
員
と 

し
て
市
政
の
様
々
な
分
野
に 

携

わ

る

こ
と
が
で
き
ま
し 

た
。
特
に
国
勢
調
査
の
担
当 

と
し
て
携
わ
つ
た
こ
と
は
香 

南

市

の

「今
」
を
知
る
上
で 

ま
た
と
な
い
機
会
で
し
た
。
 

ま
た
地
元
産
品
の
加
工
•
販 

売
を
生
産
者
白
ら
で
行
う
直 

販
所
の
運
営
や
、
南
海
卜
ラ 

フ
地
震
•
津
波
へ
の
対
策
を 

初
め
と
し

た

防

災

対

策

な

ど
、
八
重
瀨
町
で
も
参
考
に 

な
る
事
例
に
数
多
く
触
れ
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

両
市
町
の
交
流
事
業
に
お 

い
て
は
、
例
年
の
児
童
交
流 

に
加
え
今
年
2
月
に
文
化
交 

流
公
演
が
開
催
さ
れ
、
多
く 

の
市
民
が
八
重
瀨
の
伝
統
芸 

能
を
堪
能
す
る
な
ど
、
双
方 

の
合
倂
10
周
年
を
期
に
姉
妹 

都
市
交
流
も
新
た
な
ス
テ
ー 

ジ
に
立
つ
た
も
の
と
思
わ
れ 

ま
す4

月
か
ら
は
新
設
さ
れ
た 

観
光
振
興
課
の
一
員
と
し 

て
、
こ

の

I

年
で
得
た
も
の 

を
少
し
で
も
八
重
瀨
町
の
ま 

ち

づ

く

リ
に
活
か
せ
る
よ 

う
、
ま
た
八
重
瀨
町
と
香
南 

市
、
沖
縄
県
と
高
知
県
の
交 

流
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
頑

張
つ
て
い
き
ま
す
の
で
、
香 

南
市
や
高
知
県
に
つ
い
て
お 

聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ 

、〇

ハ

イ

タ

\

-
グ

ス

.̂

ョ

ー

、

チ

ュ

ー

ゥ

ガ

ナ

ビ
 

ラ
！
八
重
瀨
町

へ

の

出

向 

期

間

を

終

え

、
高
知
県
香 

南
市
へ
帰
つ
た
田
中
で 

す
。昨

年
の
4
月
に
来
沖 

し
\
連

日

29
度
と
い
ぅ
気 

温

に

「
な

ん
て
暑
い
場
所 

な
ん
だ
、
沖

縄

！
」
と
思
つ 

て
い
た
日
が
懐
か
し
く
思 

い
出
さ
れ
ま
す
。
港
川 

ハ

—

レ

ー

に

参

加

し

た

こ
 

と
、
ま

ち

あ

る

き

に

参

加 

し
、
ま

ち

の

道

に

詳

し

く 

な

つ

た

こ

と
、

N

A

H

A

 

マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
で
き
た 

こ
と
、
庁
舎
の
引
つ
越
し 

作

業

な

ど

、
あ
つ
と
い
う

間

の

ー

年

間

で

し

た

。

仕

事

で

は

住

民

環

境

課 

に

勤

務

し

、
住
民
票
な
ど 

を

取

り

に
来
た
お
客
様
に 

「し
や
ベ
リ
方
が
、
な
い 

ち

や

ー

じ

や

な

い

ね

」
と 

言

わ

れ

な

が

ら

、
交
流
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
年
間
を
住
民
の
皆
十

J

 

ま
、
職

員

の

皆

さ

ま

と

楽 

し
く
過
ご
十
」
せ
て
い
た
だ 

き
、
楽
し
い
思

い

出

ば

か 

リ
が
よ
み
が
え
つ
て
き
ま 

す

。
心

の

中

で

、
第

2

の 

ふ
る
さ
と
と
勝
手
に
感
じ 

て
い
ま
す
。

今
後
、

八
重
瀨
町
で
学 

ん
だ
こ
と
を
香
南
市
に 

帰
つ
て
も
活
か
し
\
交
流

十J

せ
て
い
た
だ
い
た
者
と 

し

て

今
後
の
両
市
町
の
発 

展
に
尽
力
し
て
い
き
ま 

す
。ま

た
、
八
重
瀨
町
に 

帰

つ

て
き
た
と
き
に
は
お 

声

が

け

く

だ

さ

い

。
皆
十J

 

ま

も

、

お

元

気

で

—
•
あ

り
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た=:

お
詫
び
と
訂
正

3 

月

号

(
№.
123
) 

19

ぺ
ー
ジ

の

「
還
暦 

迎
え
母
校
に
寄
付
」
 

に
左
記
の
と
お
り
訂 

正
が
あ
り
ま
す
。

昭

和
31
年

.32
年

生 

ま
れ
の
東
風
平
中
卒 

業
生
(誤り)
丨 

東

風

平

中23
期

卒

業 

生

(
昭

和30
年

.31 

年
生
ま
れ
)
代
表
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心
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